
JP 6849687 B2 2021.3.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式１、
【化１】

（式中、
　Ｒ１は、Ｈまたはメチルであり；
　Ｒ２は、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３は、Ｃ２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニルまたはＣ３～Ｃ６シクロアル
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キルであり；
　Ｒ４は、ＣｌまたはＢｒであり；
　各Ｒ５は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルである）
から選択される化合物を含む、殺線虫剤組成物。
【請求項２】
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、－ＣＲ６ａＲ６ｂＲ６ｃであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒであり；
　Ｒ６ａが、Ｈ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ２～Ｃ３アルケニルまたはＣ３～Ｃ６シクロア
ルキルであり；
　Ｒ６ｂが、Ｃ１～Ｃ３アルキルであり；
　Ｒ６ｃが、Ｈまたは－ＣＲ７ａＲ７ｂＲ７ｃであり；
　Ｒ７ａが、ＨまたはＣ１～Ｃ２アルキルであり；
　Ｒ７ｂが、ＨまたはＣ１～Ｃ２アルキルであり；
　Ｒ７ｃが、ＨまたはＣ１～Ｃ２アルキルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　界面活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくとも１種の
追加の成分をさらに含み、少なくとも１種の追加の生物学的に活性な化合物または剤を任
意選択的にさらに含む請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記少なくとも１種の追加の生物学的に活性な化合物または剤が、アバメクチン、アセ
フェート、アセキノシル、アセタミプリド、アクリナトリン、アフィドピロペン、アミド
フルメト、アミトラズ、アベルメクチン、アザジラクチン、アジンホス－メチル、ベンフ
ラカルブ、ベンスルタップ、ビフェントリン、ビフェナゼート、ビストリフルロン、ボレ
ート、ブプロフェジン、カズサホス、カルバリル、カルボフラン、カルタップ、カルゾー
ル、クロラントラニリプロール、クロルフェナピル、クロルフルアズロン、クロルピリホ
ス、クロルピリホス－メチル、クロマフェノジド、クロフェンテジン、クロチアニジン、
シアントラニリプロール、シクラニリプロール、シクロプロトリン、シクロキサプリド、
シフルメトフェン、シフルトリン、ベータ－シフルトリン、シハロトリン、ガンマ－シハ
ロトリン、ラムダ－シハロトリン、サイパーメトリン、アルファ－サイパーメトリン、ゼ
ータ－サイパーメトリン、シロマジン、デルタメトリン、ジアフェンチウロン、ダイアジ
ノン、ジエルドリン、ジフルベンズロン、ジメフルトリン、ジメハイポ、ジメトエート、
ジノテフラン、ジオフェノラン、エマメクチン、エンドスルファン、エスフェンバレレー
ト、エチプロール、エトフェンプロックス、エトキサゾール、フェンブタチンオキシド、
フェニトロチオン、フェノチオカルブ、フェノキシカルブ、フェンプロパトリン、フェン
バレレート、フィプロニル、フロメトキン、フロニカミド、フルベンジアミド、フルシト
リネート、フルフェネリム、フルフェノクスロン、フルフェノキシストロビン、フルフェ
ンスルホン、フルオルピラム、フルピラジフロン、フルバリネート、タウ－フルバリネー
ト、ホノホス、ホルメタネート、ホスチアゼート、ハロフェノジド、ヘプタフルトリン、
ヘキサフルムロン、ヘキシチアゾックス、ヒドラメチルノン、イミダクロプリド、インド
キサカルブ、殺虫剤石鹸、イソフェンホス、ルフェヌロン、マラチオン、メペルフルトリ
ン、メタフルミゾン、メタアルデヒド、メタミドホス、メチダチオン、メチオジカルブ、
メソミル、メトプレン、メトキシクロル、メトキシフェノジド、メトフルトリン、モノク
ロトホス、モノフルオロトリン、ニコチン、ニテンピラム、ニチアジン、ノバルロン、ノ
ビフルムロン、オキサミル、パラチオン、パラチオン－メチル、ペルメトリン、ホレート
、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン、ピリミカーブ、プロフェノホス、プロフルト
リン、プロパルギット、プロトリフェンビュート、ピフルブミド、ピメトロジン、ピラフ
ルプロール、ピレトリン、ピリダベン、ピリダリル、ピリフルキナゾン、ピリミノストロ
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ビン、ピリプロール、ピリプロキシフェン、ロテノン、リアノジン、シラフルオフェン、
スピネトラム、スピノサド、スピロジクロフェン、スピロメシフェン、スピロテトラマト
、スルプロホス、スルホキサフロル、テブフェノジド、テブフェンピラド、テフルベンズ
ロン、テフルトリン、テルブホス、テトラクロルビンホス、テトラメトリン、テトラメチ
ルフルトリン、チアクロプリド、チアメトキサム、チオジカルブ、チオスルタップ－ナト
リウム、チオキサザフェン、トルフェンピラド、トラロメトリン、トリアザメート、トリ
クロルホン、トリフルメゾピリム、トリフルムロン、バチルス・チューリンゲンシス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）デルタ－エンドトキシン、昆虫病原性細
菌、昆虫病原性ウィルスおよび昆虫病原性真菌類からなる群から選択される、請求項３に
記載の組成物。
【請求項５】
　前記少なくとも１種の追加の生物学的に活性な化合物または剤が、アバメクチン、アセ
タミプリド、アクリナトリン、アフィドピロペン、アミトラズ、アベルメクチン、アザジ
ラクチン、ベンフラカルブ、ベンスルタップ、ビフェントリン、ブプロフェジン、カズサ
ホス、カルバリル、カルタップ、クロラントラニリプロール、クロルフェナピル、クロル
ピリホス、クロチアニジン、シアントラニリプロール、シクラニリプロール、シクラニリ
プロール、シクロプロトリン、シフルトリン、ベータ－シフルトリン、シハロトリン、ガ
ンマ－シハロトリン、ラムダ－シハロトリン、サイパーメトリン、アルファ－サイパーメ
トリン、ゼータ－サイパーメトリン、シロマジン、デルタメトリン、ジエルドリン、ジノ
テフラン、ジオフェノラン、エマメクチン、エンドスルファン、エスフェンバレレート、
エチプロール、エトフェンプロックス、エトキサゾール、フェニトロチオン、フェノチオ
カルブ、フェノキシカルブ、フェンバレレート、フィプロニル、フロメトキン、フロニカ
ミド、フルベンジアミド、フルフェノクスロン、フルフェノキシストロビン、フルフェン
スルホン、フルピプロール、フルピラジフロン、フルバリネート、ホルメタネート、ホス
チアゼート、ヘプタフルトリン、ヘキサフルムロン、ヒドラメチルノン、イミダクロプリ
ド、インドキサカルブ、ルフェヌロン、メペルフルトリン、メタフルミゾン、メチオジカ
ルブ、メソミル、メトプレン、メトキシフェノジド、メトフルトリン、モノフルオロトリ
ン、ニテンピラム、ニチアジン、ノバルロン、オキサミル、ピフルブミド、ピメトロジン
、ピレトリン、ピリダベン、ピリダリル、ピリミノストロビン、ピリプロキシフェン、リ
アノジン、スピネトラム、スピノサド、スピロジクロフェン、スピロメシフェン、スピロ
テトラマト、スルホキサフロル、テブフェノジド、テトラメトリン、テトラメチルフルト
リン、チアクロプリド、チアメトキサム、チオジカルブ、チオスルタップ－ナトリウム、
トラロメトリン、トリアザメート、トリフルメゾピリム、トリフルムロン、バチルス・チ
ューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）デルタ－エンドト
キシン、バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ）の全菌株および核多核体病ウィルスの全菌株からなる群から選択される、請求項４に
記載の組成物。
【請求項６】
　前記化合物が、処理前の種子の約０．０００１～１重量％の量で存在する、請求項１ま
たは２に記載の組成物を含む、処理済み種子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、農学的および非農学的使用に適したある特定の複素環式アミドおよびそれら
の組成物、ならびに農学的環境および非農学的環境の両方における寄生線虫を防除するた
めのそれらの使用の方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　植物寄生線虫の防除は、高い作物効率を達成する際に極めて重要である。線虫に誘導さ
れた根損傷は、作物収率および品質のかなりの低下をもたらし、それにより、消費者にと
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線虫は、利用可能な化学療法剤にもかかわらず、家畜に問題を引き起こし続けている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　より有効、より安価、より少ない毒性で、環境的により安全であるか、または異なる作
用様式を有する新たな化合物に対して必要性が継続してある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、式１の化合物（すべての立体異性体を含む）およびそれらを含有する組成物
、ならびに寄生線虫を防除するためのそれらの使用に関する：
【化１】

（式中、
　Ｒ１は、Ｈまたはメチルであり；
　Ｒ２は、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３は、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４は、ＣｌまたはＢｒであり；
　各Ｒ５は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルホ
ニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃはそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルであり；
　但し、（ｉ）Ｒ１およびＲ２がＨである場合、Ｒ３は、Ｃ２～Ｃ３アルケニル、Ｃ２～
Ｃ３アルキニル、シクロプロピル、－ＣＨ２ＯＣＨ３、－ＣＨ２ＳＣＨ３、非置換Ｃ２～
Ｃ３アルキル、またはＣｌもしくはＢｒで置換されたＣ２～Ｃ３アルキル以外であり；（
ｉｉ）Ｒ１がメチルである場合、Ｒ３は、エチル以外であり；および（ｉｉｉ）Ｒ１が、
Ｈであり、かつＲ２がメチルである場合、Ｒ３は、エチル以外であることを条件とする）
。
【０００５】
　本発明はまた、式１ａの化合物およびそれらを含有する組成物、ならびに寄生線虫を防
除するためのそれらの使用に関する：
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【化２】

（式中、
　Ｒ２は、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３は、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４は、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
Ｒａ、ＲｂおよびＲｃはそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである）
【０００６】
　本発明はまた、式１ａの化合物およびそれらを含有する組成物、ならびに寄生線虫を防
除するためのそれらの使用に関する：

【化３】

（式中、
　Ｒ２は、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３は、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４は、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
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ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニル、またはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃはそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルであり；
　但し、（ｉ）Ｒ２がＨである場合、Ｒ３は、Ｃ２～Ｃ３アルケニル、Ｃ２～Ｃ３アルキ
ニル、シクロプロピル、－ＣＨ２ＯＣＨ３、－ＣＨ２ＳＣＨ３、非置換Ｃ２～Ｃ３アルキ
ル、またはＣｌもしくはＢｒで置換されたＣ２～Ｃ３アルキル以外であり；および（ｉｉ
）Ｒ２がメチルである場合、Ｒ３は、エチル以外であることを条件とする）。
【０００７】
　本発明はまた、式１ｂの化合物およびそれらを含有する組成物、ならびに寄生線虫を防
除するためのそれらの使用に関する：
【化４】

（式中、
　Ｒ２は、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３は、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４は、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃはそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである）。
【０００８】
　本発明はまた、式１ｂの化合物およびそれらを含有する組成物、ならびに寄生線虫を防
除するためのそれらの使用に関する：

【化５】
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（式中、
　Ｒ２は、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３は、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４は、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃはそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルであり；
　但し、（ｉ）Ｒ２がＨである場合、Ｒ３は、Ｃ２～Ｃ３アルケニル、Ｃ２～Ｃ３アルキ
ニル、シクロプロピル、－ＣＨ２ＯＣＨ３、－ＣＨ２ＳＣＨ３、非置換Ｃ２～Ｃ３アルキ
ル、またはＣｌもしくはＢｒで置換されたＣ２～Ｃ３アルキル以外であり；および（ｉｉ
）Ｒ２がメチルである場合、Ｒ３は、エチル以外である）。
【０００９】
　本発明はまた、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物と、界面活性剤、固体希釈剤および
液体希釈剤からなる群から選択される少なくとも１種の追加の成分とを含む組成物を提供
する。一実施形態において、本発明はまた、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物と、界面
活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくとも１種の追加の
成分とを含む、寄生線虫を防除するための組成物であって、少なくとも１種の追加の生物
学的に活性な化合物または剤を任意選択的にさらに含む組成物を提供する。
【００１０】
　本発明は、寄生線虫を防除する方法であって、寄生線虫またはその環境を、生物学的有
効量の式１、式１ａまたは式１ｂの化合物（例えば、本明細書で記載される組成物として
の）と接触させるステップを含む方法を提供する。本発明はまた、寄生線虫またはその環
境が、生物学的有効量の式１、式１ａまたは式１ｂの化合物と、界面活性剤、固体希釈剤
および液体希釈剤からなる群から選択される少なくとも１種の追加の成分とを含む組成物
であって、生物学的有効量の少なくとも１種の追加の生物学的に活性な化合物または剤を
任意選択的にさらに含む組成物と接触させられるような方法に関する。
【００１１】
　本発明はまた、種子を寄生線虫から保護する方法であって、種子を、生物学的有効量の
式１、式１ａまたは式１ｂの化合物（例えば、本明細書で記載される組成物としての）と
接触させるステップを含む方法を提供する。本発明はまた、処理された種子に関する。
【００１２】
　本発明はまた、寄生線虫を防除する方法であって、寄生線虫またはその環境を、生物学
的有効量の式２
【化６】
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（式中、
　Ｑは、フラン、チオフェンまたはチアゾール環がそれを通して式２の残部に結合されて
いる炭素原子に隣接する炭素原子にてＲ４で置換されたフラン、チオフェンまたはチアゾ
ールであり；
　Ｒ１ａは、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ５で置換された、
Ｃ１～Ｃ６アルキルまたはＣ３～Ｃ６シクロアルキルであり；
　Ｒ１ｂは、ＨまたはＣ１～Ｃ３アルキルであり；
　Ｒ１ａおよびＲ１ｂは、それらが結合している炭素原子と一緒になって、非置換である
か、または少なくとも１個のＲ５で置換された３～６員シクロアルキル環を形成し；
　Ｒ２は、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３は、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４は、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；但し、Ｒ４がＭｅであ
る場合、Ｒ３は、非置換Ｃ２アルキル以外であり；
　各Ｒ５は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、またはＣ１～Ｃ３

アルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃはそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである）
の化合物と接触させるステップを含む方法を提供する。
【００１３】
　本発明はまた、寄生線虫またはその環境が、生物学的有効量の式２の化合物と、界面活
性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくとも１種の追加の成
分とを含む組成物であって、生物学的有効量の少なくとも１種の追加の生物学的に活性な
化合物もしくは剤を任意選択的にさらに含む組成物と接触させられるような方法に関する
。
【００１４】
　本発明はまた、種子を寄生線虫から保護する方法であって、種子を、生物学的有効量の
式２の化合物（例えば、本明細書で記載される組成物としての）と接触させるステップを
含む方法を提供する。本発明はまた、処理された種子に関する。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本明細書で使用される場合、用語「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」、「含む（ｃｏｍｐ
ｒｉｓｉｎｇ）」、「含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）」、「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、
「有する（ｈａｓ）」、「有する（ｈａｖｉｎｇ）」、「含有する（ｃｏｎｔａｉｎｓ）
」、「含有する（ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ）」、「で特徴付けられる（ｃｈａｒａｃｔｅｒ
ｉｚｅｄ　ｂｙ）」、またはそれらの任意の他の変形は、明確に示される任意の制限を受
けて、非排他的な包含に及ぶことが意図される。例えば、要素のリストを含む組成物、混
合物、プロセスもしくは方法は、それらの要素のみに必ずしも限定されないが、明確にリ
ストされないか、またはそのような組成物、混合物、プロセスもしくは方法に固有の他の
要素を含んでもよい。
【００１６】
　移行句「からなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」は、明記されていないあらゆる要
素、ステップ、または原料を除外する。特許請求の範囲における場合、そのようなものは
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、それらと通常関係がある不純物を除いて列挙されるもの以外の材料の包含に対して特許
請求の範囲をクローズする。句「からなる」が、前文の直後よりもむしろ、請求項の本体
の条項に現れる場合、それは、その条項に示される要素のみを限定し、他の要素は、全体
として請求項から排除されない。
【００１７】
　移行句「本質的に～からなる」は、文字通りに開示されたものに加えて、材料、ステッ
プ、特色、成分または要素を含む組成物または方法を定義するために使用されるが、但し
、これらの追加の材料、ステップ、特色、成分または要素が、特許請求された本発明の基
本的および新規な特徴に実質的に影響を与えないことを条件とする。用語「から本質的に
なる」は、「含む」と「からなる」との間の中間の立場を占める。
【００１８】
　出願人らが、発明またはその一部を、「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」などの開放端
用語で定義している場合、（特に述べられない限り）この記載が、用語「から本質的にな
る」または「からなる」を使用してそのような発明をまた記載していると解釈されるべき
であることが容易に理解されるはずである。
【００１９】
　さらに、それとは反対に明確に述べられない限り、「または」は、包括的な「または」
を意味し、排他的な「または」を意味しない。例えば、条件Ａ「または」Ｂは、以下のい
ずれか１つによって満たされる：Ａが真であり（または存在し）かつＢが偽である（また
は存在しない）；Ａが偽であり（または存在せず）かつＢが真である（または存在する）
；ならびにＡおよびＢの両方ともが真である（または存在する）。
【００２０】
また、本発明の要素または成分に先行する不定冠詞「ａ」および「ａｎ」は、要素または
成分の場合（すなわち、出現）の数に関して非限定的であることが意図される。したがっ
て、「ａ」および「ａｎ」は、１つまたは少なくとも１つを含むと読み取られるべきであ
り、要素または成分の単数語形は、その数が明白に単数であると意味されない限り複数も
含む。
【００２１】
　本開示および特許請求の範囲で使用される場合、用語「線虫」は、線形動物門（Ｐｈｙ
ｌｕｍ　Ｎｅｍａｔｏｄａ）の生物を意味する。一般に定義されるとおりに、「寄生虫」
は、「宿主」と記載される別の生物（例えば、植物、動物またはヒト）内で生きもしくは
成長するか、またはそれを常食とする。本開示および特許請求の範囲で言及されるとおり
に、「寄生線虫」は、特に、植物、動物（特に脊椎動物）またはヒトの組織を傷害しもし
くは損傷し、またはそれらの他の形態の疾患を引き起こす線虫である。
【００２２】
　寄生虫「感染」は、植物、ヒトまたは動物に危険を及ぼす数の寄生虫の存在を意味する
。存在は、環境内、例えば、ヒト家屋もしくは動物小屋内、または周囲地所もしくは構造
物内、農業作物もしくは他の種類の植物上、動物用床敷内、動物の皮膚もしくは毛皮上な
どであり得る。言及される感染が動物内、例えば、血液または他の内部組織内である場合
、用語感染は、別に述べられない限り、その用語が当技術分野で一般に理解されるとおり
の用語「感染」と同義語であることも意図される。
【００２３】
　本開示および特許請求の範囲で言及されるとおりに、用語「殺寄生虫の」および「殺寄
生虫的に」は、線虫からの植物、動物またはヒトの保護を与えるための寄生線虫に対する
観察可能な効果を意味する。殺寄生虫効果は、典型的には標的寄生線虫の出現または活動
の減少に関連する。線虫に対するこのような効果には、壊死、死、成長の遅延、移動性の
減少または宿主植物、動物もしくはヒト上もしくは内に残存する能力の低下、摂取の減少
および繁殖の阻害が含まれる。寄生線虫に対するこれらの効果は、植物、動物またはヒト
の寄生虫侵入または感染の防除（予防、減少または排除）を与える。したがって、寄生線
虫の「防除」は、線虫に対する殺寄生虫効果の達成を意味する。寄生線虫を防除するため
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の化合物の適用の文脈における表現「殺寄生虫的有効量」および「生物学的有効量」は、
寄生線虫を防除するのに十分である化合物の量を意味する。
【００２４】
　用語「農学的な」は、食物および繊維のためなどの農作物の生産を意味し、大豆および
他のマメ科植物、穀物（例えば、小麦、オート麦、大麦、ライ麦、米、メイズ／トウモロ
コシ）、葉物野菜（例えば、レタス、キャベツ、および他のアブラナ科アブラナ属の作物
）、結果野菜（例えば、トマト、コショウ、ナス、十字花植物およびウリ科植物）、ジャ
ガイモ、サツマイモ、ブドウ、綿、果樹（例えば、ナシ状果、核果および柑橘類）、小果
（例えば、ベリーおよびサクランボ）ならびに他の特産作物（例えば、キャノーラ、ヒマ
ワリおよびオリーブ）の成長を含む。
【００２５】
　用語「非農学的」は、農作物以外、例えば、園芸作物（例えば、田畑で成長させられな
い温室植物、苗床植物または観賞植物）、居住の、農業の、商業のおよび工業構造物、芝
生（例えば、芝農場、牧場、ゴルフコース、芝土、スポーツフィールドなど）、木製品、
貯蔵製品、農森林管理および植物管理、公衆衛生（すなわち、ヒト）および動物健康（例
えば、家畜化された動物、例えば、ペット、家畜および家禽、家畜化されていない動物、
例えば、野生生物）用途を意味する。
【００２６】
　非農学的用途には、保護されるべき動物に、典型的には獣医学使用のために製剤化され
た組成物の形態で、殺寄生虫的有効（すなわち、生物学的有効）量の本発明の化合物を投
与することによって、動物を寄生線虫から保護することが含まれる。
【００２７】
　上の列挙において、単独、または複合語、例えば、「ハロアルキル」でのいずれかで使
用される、用語「アルキル」には、直鎖または分岐アルキル、例えば、メチル、エチル、
ｎ－プロピル、イソプロピル、または種々のブチル、ペンチルもしくはヘキシル異性体が
含まれる。「アルケニル」には、直鎖もしくは分岐アルケン、例えば、エテニル、１－プ
ロペニル、２－プロペニル、ならびに種々のブテニル、ペンテニルおよびヘキセニル異性
体が含まれる。「アルケニル」にはまた、ポリエン、例えば、１，２－プロパジエニルお
よび２，４－ヘキサジエニルが含まれる。「アルキニル」には、エチニル、１－プロピニ
ル、２－プロピニルならびに種々のブチニル、ペンチニルおよびヘキシニル異性体などの
直鎖もしくは分岐アルキンが含まれる。「アルキニル」にはまた、２，５－ヘキサジイニ
ルなどの複数の三重結合からなる部分が含まれ得る。
【００２８】
　「アルコキシ」には、例えば、メトキシ、エトキシ、ｎ－プロピルオキシ、イソプロピ
ルオキシならびに種々のブトキシ、ペントキシおよびヘキシルオキシ異性体が含まれる。
【００２９】
　「シクロアルキル」には、例えば、シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチルお
よびシクロヘキシルが含まれる。用語「シクロアルキルアルキル」は、アルキル部分上の
シクロアルキル置換を意味する。「シクロアルキルアルキル」の例には、シクロプロピル
メチル、シクロペンチルエチル、および直鎖または分岐アルキル基に結合した他のシクロ
アルキル部分が含まれる。
【００３０】
　用語「ハロゲン」には、単独もしくは「ハロアルキル」などの複合語でのいずれかで、
または「ハロゲンで置換されたアルキル」などの記載で使用される場合、フッ素、塩素、
臭素またはヨウ素が含まれる。さらに、「ハロアルキル」などの複合語で使用される場合
、または「ハロゲンで置換されたアルキル」などの記載で使用される場合、前記アルキル
は、同じまたは異なっていてもよいハロゲン原子で部分または完全置換されていてもよい
。「ハロアルキル」または「ハロゲンで置換されたアルキル」の例には、Ｆ３Ｃ－、Ｃｌ
ＣＨ２－、ＣＦ３ＣＨ２－およびＣＦ３ＣＣｌ２－が含まれる。
【００３１】
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　用語「アルキルチオ」には、直鎖または分岐アルキルチオ部分、例えば、メチルチオ、
エチルチオならびに種々のプロピルチオ、ブチルチオ、ペンチルチオおよびヘキシルチオ
異性体が含まれる。「アルキルスルフィニル」には、アルキルスルフィニル基の両方のエ
ナンチオマーが含まれる。「アルキルスルフィニル」の例には、ＣＨ３Ｓ（Ｏ）－、ＣＨ

３ＣＨ２Ｓ（Ｏ）－、ＣＨ３ＣＨ２ＣＨ２Ｓ（Ｏ）－、（ＣＨ３）２ＣＨＳ（Ｏ）－なら
びに種々のブチルフルフィニル、ペンチルスルフィニルおよびヘキシルスルフィニル異性
体が含まれる。「アルキルスルホニル」の例には、ＣＨ３Ｓ（Ｏ）２、ＣＨ３ＣＨ２Ｓ（
Ｏ）２、ＣＨ３ＣＨ２ＣＨ２Ｓ（Ｏ）２、（ＣＨ３）２ＣＨＳ（Ｏ）２ならびに種々のブ
チルスルホニル、ペンチルスルホニルおよびヘキシルスルホニル異性体が含まれる。本明
細書で使用される場合の化学略語Ｓ（Ｏ）およびＳ（＝Ｏ）は、スルフィニル部分を表す
。本明細書で使用される場合の化学略語ＳＯ２、Ｓ（Ｏ）２およびＳ（＝Ｏ）２は、スル
ホニル部分を表す。
【００３２】
　「アルキルカルボニル」は、Ｃ（＝Ｏ）部分に結合した直鎖または分岐アルキル部分を
意味する。本明細書で用いられるような化学略語Ｃ（Ｏ）およびＣ（＝Ｏ）は、カルボニ
ル部分を表す。「アルキルカルボニル」の例には、Ｃ（Ｏ）ＣＨ３、Ｃ（Ｏ）ＣＨ２ＣＨ

２ＣＨ３およびＣ（Ｏ）ＣＨ（ＣＨ３）２が含まれる。
【００３３】
　「アルコキシカルボニル」は、Ｃ（＝Ｏ）２部分に結合した直鎖または分岐アルキル部
分を意味する。本明細書で使用される場合の化学略語ＣＯ２、Ｃ（Ｏ）ＯおよびＣ（＝Ｏ
）Ｏは、オキシカルボニル部分を表す。「アルコキシカルボニル」の例には、Ｃ（Ｏ）Ｏ
ＣＨ３、Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ２ＣＨ３、Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３およびＣ（Ｏ）ＯＣＨ
（ＣＨ３）２が含まれる。
【００３４】
　置換基中の炭素原子の合計数は、「Ｃｉ～Ｃｊ」接頭辞によって示される。例えば、Ｃ

１～Ｃ６アルキルは、メチル、エチル、ならびに種々のプロピル、ブチル、ペンチルおよ
びヘキシル異性体を表す。
【００３５】
本明細書で使用される場合、別に示されない限り、以下の定義が適用されるものとする。
用語「任意選択的に置換された」は、語句「置換されたまたは非置換の」と、または用語
「（非）置換の」と交換可能に使用される。表現「１～４個の置換基で任意選択的に置換
された」は、置換基がまったく存在しないか（すなわち、非置換であるか）、または１、
２、３もしくは４個の置換基が存在する（利用可能な結合位置の数で限定される）ことを
意味する。別に示されない限り、任意選択的に置換された基は、その基のそれぞれの置換
可能な位置で置換基を有していてよく、それぞれの置換は他から独立している。
【００３６】
　芳香族および非芳香族複素環式環および環系の調製を可能にするための多種多様な合成
方法が当技術分野で公知であり；広範な概説については、全８巻のＣｏｍｐｒｅｈｅｎｓ
ｉｖｅ　Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，Ａ．Ｒ．Ｋａｔｒｉｔｚｋｙ
　ａｎｄ　Ｃ．Ｗ．Ｒｅｅｓ　ｅｄｉｔｏｒｓ－ｉｎ－ｃｈｉｅｆ，Ｐｅｒｇａｍｏｎ　
Ｐｒｅｓｓ，Ｏｘｆｏｒｄ，１９８４および全１２巻のＣｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ　Ｈ
ｅｔｅｒｏｃｙｃｌｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ＩＩ，Ａ．Ｒ．Ｋａｔｒｉｔｚｋｙ，Ｃ
．Ｗ．Ｒｅｅｓ　ａｎｄ　Ｅ．Ｆ．Ｖ．Ｓｃｒｉｖｅｎ　ｅｄｉｔｏｒｓ－ｉｎ－ｃｈｉ
ｅｆ，Ｐｅｒｇａｍｏｎ　Ｐｒｅｓｓ，Ｏｘｆｏｒｄ，１９９６を参照されたい。
【００３７】
　式１、式１ａまたは式１ｂから選択される化合物は、２つ以上の形態で存在してもよく
、したがって、式１、式１ａまたは式１ｂは、式１、式１ａまたは式１ｂが表す化合物の
結晶および非結晶形態をすべて含む。非結晶性形態には、ワックスおよびゴムなどの固体
である実施形態、ならびに溶液および溶融物などの液体である実施形態が含まれる。結晶
性形態には、本質的に単一の結晶型を表す実施形態、および多形体（すなわち、異なる結
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晶型）の混合物を表す実施形態が含まれる。用語「多形体」は、異なる結晶形態で結晶化
することができる化合物の特定の結晶形態を意味し、これらの形態は、結晶格子で分子の
異なる配置および／または立体配座を有する。多形体は同じ化学組成を有することができ
るが、それらは格子内で弱く、または強く結合していることができる共結晶化水または他
の分子の存在または非存在のために組成が異なることもできる。多形体は、結晶の形状、
密度、硬度、色、化学的安定性、融点、吸湿性、懸濁性、溶出速度および生物学的利用率
のような化学的、物理的および生物学的特性が相違することができる。当業者は、式１、
式１ａまたは式１ｂで表される化合物の多形体が、式１、式１ａまたは式１ｂで表される
同じ化合物の別の多形体または多形体の混合物に対して有益な効果（例えば、有用な処方
物の調製の好適性、改善された生物学的性能）を示し得ることを理解する。式１、式１ａ
または式１ｂで表される化合物の特定の多形体の調製および単離は、例えば、選択される
溶媒および温度を使用する結晶化を含む、当業者に公知の方法によって達成することがで
きる。
【００３８】
　発明の概要で記載されたとおりの本発明の実施形態には、以下に記載されるものが含ま
れる。以下の実施形態では、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物への言及には、実施形態
でさらに定義されない限り、発明の概要で明記された置換基の定義が含まれる。
【００３９】
　実施形態１．　式１ａの化合物。
【００４０】
　実施形態２．　式１ｂの化合物。
【００４１】
　実施形態３．　Ｒ２が、Ｈである、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物。
【００４２】
　実施形態４．　Ｒ３が、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で
置換された、Ｃ２～Ｃ６アルキルまたはＣ３～Ｃ６シクロアルキルである、式１、式１ａ
または式１ｂの化合物。
【００４３】
　実施形態４ａ．　Ｒ３が、Ｃ１～Ｃ６アルキルまたはＣ１～Ｃ６ハロアルキルである、
式１、式１ａまたは式１ｂの化合物。
【００４４】
　実施形態４ｂ．　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ６アルキルまたはシクロプロピルである、式１、式
１ａまたは式１ｂの化合物。
【００４５】
　実施形態ｃ．　Ｒ３が、イソプロピル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）

３またはシクロプロピルである、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物。
【００４６】
　実施形態４ｄ．　Ｒ３が、ｔ－ブチルまたはシクロプロピルである、式１、式１ａまた
は式１ｂの化合物。
【００４７】
　実施形態４ｅ．　Ｒ３が、イソプロピルである、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物。
【００４８】
　実施形態４ｆ．　Ｒ３が、ｓ－ブチルである、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物。
【００４９】
　実施形態４ｇ．　Ｒ３が、ｔ－ブチルである、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物。
【００５０】
　実施形態４ｈ．　Ｒ３が、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３である、式１、式１ａまたは式１ｂの
化合物。
【００５１】
　実施形態４ｉ．　Ｒ３が、シクロプロピルである、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物
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。
【００５２】
　実施形態５．　Ｒ３が、イソプロピルである、式１の化合物。
【００５３】
　実施形態５ａ．　Ｒ３が、ｓ－ブチルである、式１の化合物。
【００５４】
　実施形態５ｂ．　Ｒ３が、ｔ－ブチルである、式１の化合物。
【００５５】
　実施形態５ｃ．　Ｒ３が、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３である、式１の化合物。
【００５６】
　実施形態５ｄ．　Ｒ３が、シクロプロピルである、式１の化合物。
【００５７】
　実施形態６．　Ｒ３が、イソプロピルである、式１ａの化合物。
【００５８】
　実施形態６ａ．　Ｒ３が、ｓ－ブチルである、式１ａの化合物。
【００５９】
　実施形態６ｂ．　Ｒ３が、ｔ－ブチルである、式１ａの化合物。
【００６０】
　実施形態６ｃ．　Ｒ３が、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３である、式１ａの化合物。
【００６１】
　実施形態６ｄ．　Ｒ３が、シクロプロピルである、式１ａの化合物。
【００６２】
　実施形態７．　Ｒ３が、イソプロピルである、式１ｂの化合物。
【００６３】
　実施形態７ａ．　Ｒ３が、ｓ－ブチルである、式１ｂの化合物。
【００６４】
　実施形態７ｂ．　Ｒ３が、ｔ－ブチルである、式１ｂの化合物。
【００６５】
　実施形態７ｃ．　Ｒ３が、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３である、式１ｂの化合物。
【００６６】
　実施形態７ｄ．　Ｒ３が、シクロプロピルである、式１ｂの化合物。
【００６７】
　実施形態８．　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物。
【００６８】
　実施形態８ａ．　Ｒ４が、Ｃｌである、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物。
【００６９】
　実施形態８ｂ．　Ｒ４が、Ｂｒである、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物。
【００７０】
　実施形態９．　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１の化合物。
【００７１】
　実施形態９ａ．　Ｒ４が、Ｃｌである、式１の化合物。
【００７２】
　実施形態９ｂ．　Ｒ４が、Ｂｒである、式１の化合物。
【００７３】
　実施形態１０．　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１ａの化合物。
【００７４】
　実施形態１０ａ．　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ａの化合物。
【００７５】
　実施形態１０ｂ．　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ａの化合物。
【００７６】
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　実施形態１１．　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１ｂの化合物。
【００７７】
実施形態１１ａ．　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ｂの化合物。
【００７８】
実施形態１１ｂ．　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ｂの化合物。
【００７９】
　上記の実施形態１～１１ｂならびに本明細書に記載した任意の他の実施形態を含む、本
発明の実施形態は、任意の方法で組み合わせることができ、実施形態における変量の記述
は、式１、式１ａまたは式１ｂの化合物だけではなく式１、式１ａまたは式１ｂの化合物
を調製するために有用な出発化合物および中間体合物にも関係する。さらに、上の実施形
態１～１１ｂならびに本明細書に記載される任意の他の実施形態、ならびにそれらの任意
の組み合わせを含む、本発明の実施形態は、本発明の組成物および方法に関係する。
【００８０】
　実施形態１～１１ｂの組み合わせは、以下によって例証される：
実施形態Ａ．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ６アルキルまたはＣ３～Ｃ６シクロアルキルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ６が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃがそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、式１ａの化
合物。
【００８１】
実施形態Ｂ．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、Ｃ１～Ｃ６アルキルまたはＣ１～Ｃ６ハロアルキルであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１ａの化合物。
【００８２】
実施形態Ｃ．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ６アルキルまたはシクロプロピルであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１ａの化合物。
【００８３】
実施形態Ｄ．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ｔ－ブチルまたはシクロプロピルであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１ａの化合物。
【００８４】
実施形態Ｅ．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、イソプロピル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３またはシクロ
プロピルであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１ａの化合物。
【００８５】
実施形態Ｅ１．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、イソプロピル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３またはシクロ
プロピルであり；
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　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ａの化合物。
【００８６】
実施形態Ｅ２．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、イソプロピル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３またはシクロ
プロピルであり；
　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ａの化合物。
【００８７】
実施形態Ｆ１．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、イソプロピルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ａの化合物。
【００８８】
実施形態Ｆ２．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ｓ－ブチルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ａの化合物。
【００８９】
実施形態Ｆ３．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ｔ－ブチルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ａの化合物。
【００９０】
実施形態Ｆ４．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３であり；
　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ａの化合物。
【００９１】
実施形態Ｆ５．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、シクロプロピルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ａの化合物。
【００９２】
実施形態Ｇ１．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、イソプロピルであり；
　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ａの化合物。
【００９３】
実施形態Ｇ２．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ｓ－ブチルであり；
　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ａの化合物。
【００９４】
実施形態Ｇ３．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ｔ－ブチルであり；
　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ａの化合物。
【００９５】
実施形態Ｇ４．
　Ｒ２が、Ｈであり；
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　Ｒ３が、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３であり；
　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ａの化合物。
【００９６】
実施形態Ｇ５．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、シクロプロピルであり；
　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ａの化合物。
【００９７】
実施形態Ｈ．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ６アルキルまたはＣ３～Ｃ６シクロアルキルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ６が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃがそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、式１ｂの化
合物。
【００９８】
実施形態Ｉ．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、Ｃ２～Ｃ６アルキルまたはＣ３～Ｃ６シクロアルキルであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１ｂの化合物。
【００９９】
実施形態Ｊ．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、Ｃ３～Ｃ６アルキルまたはシクロプロピルであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１ｂの化合物。
【０１００】
実施形態Ｋ．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ｔ－ブチルまたはシクロプロピルであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１ｂの化合物。
【０１０１】
実施形態Ｌ．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、イソプロピル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３またはシクロ
プロピルであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒである、式１ｂの化合物。
【０１０２】
実施形態Ｍ１．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、イソプロピル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３またはシクロ
プロピルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ｂの化合物。
【０１０３】
実施形態Ｍ２．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、イソプロピル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３またはシクロ
プロピルであり；
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　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ｂの化合物。
【０１０４】
実施形態Ｎ１．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、イソプロピルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ｂの化合物。
【０１０５】
実施形態Ｎ２．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ｓ－ブチルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ｂの化合物。
【０１０６】
実施形態Ｎ３．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ｔ－ブチルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ｂの化合物。
【０１０７】
実施形態Ｎ４．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３であり；
　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ｂの化合物。
【０１０８】
実施形態Ｎ５．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、シクロプロピルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌである、式１ｂの化合物。
【０１０９】
実施形態Ｏ１．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、イソプロピルであり；
　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ｂの化合物。
【０１１０】
実施形態Ｏ２．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ｓ－ブチルであり；
　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ｂの化合物。
【０１１１】
実施形態Ｏ３．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ｔ－ブチルであり；
　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ｂの化合物。
【０１１２】
実施形態Ｏ４．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３であり；
　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ｂの化合物。
【０１１３】
実施形態Ｏ５．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、シクロプロピルであり；
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　Ｒ４が、Ｂｒである、式１ｂの化合物。
【０１１４】
実施形態Ｐ１．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、－ＣＲ６ａＲ６ｂＲ６ｃであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒであり；
　Ｒ６ａが、Ｈ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ２～Ｃ３アルケニルまたはＣ３～Ｃ６シクロア
ルキルであり；
　Ｒ６ｂが、Ｃ１～Ｃ３アルキルであり；
　Ｒ６ｃが、Ｈ、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、
Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルホニルまたは－ＣＲ７ａＲ７

ｂＲ７ｃであり；
　Ｒ７ａが、Ｈ、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、
Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルホニルまたはＣ１～Ｃ２アル
キルであり；
　Ｒ７ｂが、Ｈ、ハロゲン、シアノまたはＣ１～Ｃ２アルキルであり；
　Ｒ７ｃが、Ｈ、ハロゲン、シアノまたはＣ１～Ｃ２アルキルである、式１の化合物。
【０１１５】
実施形態Ｐ２．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、－ＣＲ６ａＲ６ｂＲ６ｃであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒであり；
　Ｒ６ａが、Ｈ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ２～Ｃ３アルケニルまたはＣ３～Ｃ６シクロア
ルキルであり；
　Ｒ６ｂが、Ｃ１～Ｃ３アルキルであり；
　Ｒ６ｃが、Ｈ、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、
Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルホニルまたは－ＣＲ７ａＲ７

ｂＲ７ｃであり；
　Ｒ７ａが、Ｈ、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、
Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルホニルまたはＣ１～Ｃ２アル
キルであり；
　Ｒ７ｂが、Ｈ、ハロゲン、シアノまたはＣ１～Ｃ２アルキルであり；
　Ｒ７ｃが、Ｈ、ハロゲン、シアノまたはＣ１～Ｃ２アルキルである、式１ａの化合物。
【０１１６】
実施形態Ｐ３．
　Ｒ２が、Ｈであり；
　Ｒ３が、－ＣＲ６ａＲ６ｂＲ６ｃであり；
　Ｒ４が、ＣｌまたはＢｒであり；
　Ｒ６ａが、Ｈ、Ｃ１～Ｃ３アルキル、Ｃ２～Ｃ３アルケニルまたはＣ３～Ｃ６シクロア
ルキルであり；
　Ｒ６ｂが、Ｃ１～Ｃ３アルキルであり；
　Ｒ６ｃが、Ｈ、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、
Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルホニルまたは－ＣＲ７ａＲ７

ｂＲ７ｃであり；
　Ｒ７ａが、Ｈ、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、
Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルホニルまたはＣ１～Ｃ２アル
キルであり；
　Ｒ７ｂが、Ｈ、ハロゲン、シアノまたはＣ１～Ｃ２アルキルであり；
　Ｒ７ｃが、Ｈ、ハロゲン、シアノまたはＣ１～Ｃ２アルキルである、式１ｂの化合物。
【０１１７】
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実施形態Ｑ１．
　（ｉ）１ｂと１ａの比が、少なくとも５５：４５であり；かつ
　Ｒ２が、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３が、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃがそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、式１ａの化
合物および式１ｂの化合物、ならびに
　（ｉｉ）界面活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくと
も１種の追加の成分を含む、組成物。
【０１１８】
実施形態Ｑ２．
　（ｉ）１ｂと１ａの比が、少なくとも６５：３５であり；かつ
　Ｒ２が、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３が、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃがそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、式１ａの化
合物および式１ｂの化合物、ならびに
　（ｉｉ）界面活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくと
も１種の追加の成分を含む、組成物。
【０１１９】
実施形態Ｑ３．
　（ｉ）１ｂと１ａの比が、少なくとも７５：２５であり；かつ
　Ｒ２が、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３が、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ
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６シクロアルキルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃがそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、式１ａの化
合物および式１ｂの化合物、ならびに
　（ｉｉ）界面活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくと
も１種の追加の成分を含む、組成物。
【０１２０】
実施形態Ｑ４．
　（ｉ）１ｂと１ａの比が、少なくとも８５：１５であり；かつ
　Ｒ２が、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３が、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃがそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、式１ａの化
合物および式１ｂの化合物、ならびに
　（ｉｉ）界面活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくと
も１種の追加の成分を含む、組成物。
【０１２１】
実施形態Ｑ５．
　（ｉ）１ｂと１ａの比が、少なくともと９５：５であり；かつ
　Ｒ２が、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３が、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
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　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃがそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、式１ａの化
合物および式１ｂの化合物、ならびに
　（ｉｉ）界面活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくと
も１種の追加の成分を含む、組成物。
【０１２２】
実施形態Ｑ６．
　（ｉ）１ｂと１ａの比が、少なくとも９７：３であり；かつ
　Ｒ２が、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３が、それぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ６で置換された、
Ｃ２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～
Ｃ６シクロアルキルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃがそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、式１ａの化
合物および式１ｂの化合物、ならびに
　（ｉｉ）界面活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくと
も１種の追加の成分を含む、組成物。
【０１２３】
実施形態Ｑ７．
　（ｉ）１ｂと１ａの比が、少なくとも９９：１であり；かつ
　Ｒ２が、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３が、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃがそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、式１ａの化
合物および式１ｂの化合物、ならびに
　（ｉｉ）界面活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくと
も１種の追加の成分を含む、組成物。
【０１２４】
実施形態Ｑ８．
　（ｉ）１ｂと１ａの比が、本質的に１００：０であり；かつ
　Ｒ２が、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
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換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホオニルであり；
　Ｒ３が、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４が、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；
　各Ｒ５が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
　各Ｒ６が、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃがそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである、式１ａの化
合物および式１ｂの化合物、ならびに
　（ｉｉ）界面活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくと
も１種の追加の成分を含む、組成物。
【０１２５】
実施形態Ｒ１．
　土壌中にすむ線虫を防除する方法であって、線虫またはその環境を、式２、
【化７】

（式中、
　Ｑは、フラン、チオフェンまたはチアゾール環が式２の残部にそれを通して結合してい
る炭素原子に隣接する炭素原子においてＲ４で置換された、フラン、チオフェンまたはチ
アゾール環であり；
　Ｒ１ａは、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ５で置換された、
Ｃ１～Ｃ６アルキルまたはＣ３～Ｃ６シクロアルキルであり；
　Ｒ４は、ＨまたはＣ１～Ｃ３アルキルであり；
　Ｒ１ａおよびＲ１ｂは、それらが結合している炭素原子と一緒になって、非置換である
か、または少なくとも１個のＲ５で置換された３～６員のシクロアルキル環を形成し；
　Ｒ２は、Ｈ；またはそれぞれが、非置換であるか、もしくは少なくとも１個のＲ５で置
換された、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ２～Ｃ６アルケニル、Ｃ２～Ｃ６アルキニル、Ｃ３～
Ｃ６シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ２～Ｃ６アルコキシカルボニル
、Ｃ１～Ｃ６アルキルチオもしくはＣ１～Ｃ６アルキルスルホニルであり；
　Ｒ３は、それぞれが、非置換であるか、または少なくとも１個のＲ６で置換された、Ｃ

２～Ｃ１６アルキル、Ｃ２～Ｃ１６アルケニル、Ｃ２～Ｃ１６アルキニルまたはＣ３～Ｃ

６シクロアルキルであり；
　Ｒ４は、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＨ３、ＣＦ３またはシアノであり；但し、Ｒ４がＭｅであ
る場合、Ｒ３は、非置換Ｃ２アルキル以外であり；
　各Ｒ５は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニルまたはＣ１～Ｃ３ア
ルキルスルホニルであり；
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　各Ｒ６は、独立して、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～Ｃ３アルコキシ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキル、Ｃ１～Ｃ３アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ３アルキルスルフィニル、Ｃ１～Ｃ３アルキ
ルスルホニルまたはＳｉＲａＲｂＲｃであり；
　Ｒａ、ＲｂおよびＲｃはそれぞれ、独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキルである）
から選択される生物学的有効量の化合物と接触させるステップを含む方法。
【０１２６】
実施形態Ｒ２．
　Ｑが、
【化８】

からなる群から選択される、実施形態Ｒ１の方法。
【０１２７】
実施形態Ｒ３．
　Ｑが、Ｑ－１である、実施形態Ｒ１の方法。
【０１２８】
　具体的実施形態には、（化合物番号は、索引表Ａ～Ｃ２を意味する）：
化合物９；
化合物１１；
化合物２６；
化合物４０；
化合物４３；
化合物７８；
化合物８０；および
化合物８４
からなる群から選択される、式１ａおよび式１ｂの化合物が含まれる。
【０１２９】
　具体的実施形態には、（化合物番号は索引表Ａ～Ｃ２を意味する）：
化合物９；
化合物１１；
化合物２６；
化合物４０；
化合物４３；
化合物７８；
化合物８０；および
化合物８４
からなる群から選択される、式１ｂの化合物がさらに含まれる。
【０１３０】
　注目すべきは、本発明の化合物が有利な代謝パターンおよび／または土壌残留パターン
で特徴付けられ、一連の農学的および非農学的寄生線虫を防除する活性を示すことである
。
【０１３１】
　特に注目すべきは、寄生線虫防除スペクトルおよび経済的重要性の理由のために、寄生
線虫を防除することによって寄生線虫により引き起こされる損傷または傷害からの農作物
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の保護が本発明の実施形態であることである。本発明の化合物は、植物でのそれらの有利
な転位置特性または浸透移行性のために、式１、式１ａもしくは式１ｂの化合物、または
化合物を含む組成物と直接接触しない葉面または他の植物部位も保護する。
【０１３２】
　また、本発明の実施形態として注目に値するのは、先行実施形態のみならず、本明細書
に記載される任意の他の実施形態のいずれかの化合物、およびその任意の組み合わせ、な
らびに界面活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくとも１
種の追加の成分を含む組成物であって、少なくとも１種の追加の生物学的に活性な化合物
または剤を任意選択的にさらに含む組成物である。
【０１３３】
　本発明の実施形態としてさらに注目に値するのは、先行実施形態のみならず、本明細書
に記載される任意の他の実施形態の化合物、およびその任意の組み合わせ、ならびに界面
活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選択される少なくとも１種の追加の
成分を含む、寄生線虫を防除するための組成物であって、少なくとも１種の追加の生物学
的に活性な化合物または剤を任意選択的にさらに含む組成物である。本発明の実施形態は
、寄生線虫を防除する方法であって、寄生線虫またはその環境を、生物学的有効量の先行
実施形態のいずれかの化合物（例えば、本明細書に記載される組成物としての）と接触さ
せるステップを含む方法をさらに含む。
【０１３４】
　本発明の実施形態は、土壌ドレンチ液体処方物の形態での、先行実施形態のいずれかの
化合物を含む組成物も含む。本発明の実施形態は、寄生線虫を防除する方法であって、土
壌を、生物学的有効量の先行実施形態のいずれかの化合物を含む土壌ドレンとしての液体
組成物と接触させるステップを含む方法をさらに含む。
【０１３５】
　本発明の実施形態は、生物学的有効量の先行実施形態のいずれかの化合物および噴射剤
を含む、寄生線虫を防除するための噴霧組成物も含む。本発明の実施形態は、生物学的有
効量の先行実施形態のいずれかの化合物、１種以上の食物材料、任意選択的に誘引物質、
および任意選択的に保湿剤を含む、寄生線虫を防除するための餌組成物をさらに含む。
【０１３６】
　本発明の実施形態は、寄生線虫から種子を保護する方法であって、種子を、生物学的有
効量の先行実施形態のいずれかの化合物と接触させるステップを含む方法も含む。
【０１３７】
　本発明の実施形態は、寄生線虫を防除する方法であって、寄生線虫またはその環境を、
生物学的有効量の式１、式１ａ、式１ｂまたは式２の化合物（例えば、本明細書に記載さ
れる組成物としての）と接触させるステップを含む方法も含み、但し、本方法は、治療に
よる人体または動物体の医療処置の方法ではないことを条件とする。
【０１３８】
　本発明はまた、寄生線虫またはその環境が、生物学的有効量の式１、式１ａ、式１ｂま
たは式２の化合物、ならびに界面活性剤、固体希釈剤および液体希釈剤からなる群から選
択される少なくとも１種の追加の成分を含む組成物であって、生物学的有効量の少なくと
も１種の追加の生物学的に活性な化合物または剤を任意選択的にさらに含む組成物と接触
させられるような方法に関し、但し、本方法は、治療による人体または動物体の医療処置
の方法ではないことを条件とする。
【０１３９】
　スキーム１～３に記載されるとおりの以下の方法および変形の１つ以上を使用して、式
１、式１ａ、式１ｂおよび式２の化合物を調製することができる。以下の式２～式８ｂの
化合物におけるＱ、Ｒ１ａ、Ｒ１ｂ、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、別に注記されない限り、
本発明の概要で上に定義されたとおりである。室温は、約２０～２５℃である。
【０１４０】
　式２の化合物は、スキーム１に示されるとおりに、ＬＧが脱離基、例えば、ハロゲンで
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ある、式３の化合物と、式４のアミンとの反応によって調製することができる。ＬＧがハ
ロゲンである場合、反応は、典型的には塩基の存在下および適当な溶媒中で行われる。適
当な塩基には、アミン、例えば、トリエチルアミン、ピリジンおよびピコリン、無機金属
塩、例えば、炭酸ナトリウムおよび炭酸カリウム、炭酸水素ナトリウムおよび炭酸水素カ
リウム、水酸化ナトリウムおよびナトリウムエトキシドを含めて、炭酸塩、炭酸水素塩、
水酸化物およびアルコキシドが含まれる。適当な溶媒の選択は、選択されるＬＧ、塩基、
および反応条件に依存する。典型的な溶媒には、脂肪族炭化水素、例えば、ヘキサン、シ
クロヘキサンおよびヘプタン、芳香族炭化水素、例えば、トルエンおよびキシレン、ハロ
ゲン化炭化水素、例えば、ジクロロメタン、ジクロロエタンおよびジメトキシエタン、エ
ーテル、例えば、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサンおよびジメトキシ
エタン、エステル、例えば、酢酸エチル、アミド、例えば、ＤＭＦ、ＤＭＡＣおよびＮ－
メチルピロリドン、ニトリル、例えば、アセトニトリル、ケトン、例えば、アセトンおよ
びＭＥＫ、ならびに極性プロトン溶媒、例えば、エタノールおよび水が含まれる。
【化９】

【０１４１】
　式２の化合物は、スキーム２に示されるとおりに、式５の化合物と式４のアミンとの反
応によっても調製することができる。この方法では、アミドカップリング試薬、例えば、
ＨＡＴＵ（１－［ビス（ジメチルアミノ）メチレン］－１Ｈ－１，２，３－トリアゾロ［
４，５－ｂ］ピリジニウム３－オキシドヘキサスルオロホスフェート）、ＥＤＣ（１－エ
チル－３－（３－ジメチルアミノプロピル）カルボジイミド）が使用される。これらのア
ミドカップリングのための反応条件は、当技術分野で公知である。
【化１０】

【０１４２】
　式１の化合物は、式２の化合物のサブセットであり、式２の化合物の調製のために上に
記載された仕方で調製することができる。
【０１４３】
　式１ａおよび式１ｂのエナンチオマー構造は、スキーム１およびスキーム２に記載され
たものと同様の方法および条件によってスキーム３に示されるとおりに調製することがで
きる。例えば、スキーム３に示されるとおりに、式６のフランと式７ａまたは式７ｂのい
ずれかのキラルアミンとのカップリングにより、それぞれ、式８ａまたは式８ｂの化合物
が生成される。式７ａおよび式７ｂのアミンは、商業的に入手可能であるか、または公知
の方法による対応するラセミアミンのキラル分割によって調製することができる。
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【化１１】

【０１４４】
　代わりに、式１の化合物は、ラセミ混合物として調製することができ、式１ａおよび式
１ｂの化合物は、キラルカラムクロマトグラフィーによってそれらのそれぞれのエナンチ
オマーに分離することができる。広範なキラル化合物が、この種の分離のために存在する
。
【０１４５】
　Ｒ２が、Ｈ以外である、式１、式１ａ、式１ｂおよび式２の化合物は、適切に置換され
たアルキル、アシルまたは他の試薬との反応によって、Ｒ２が、Ｈである、それらのそれ
ぞれの類似物から調製することもできる。
【０１４６】
　式１、式１ａ、式１ｂまたは式２の化合物を調製するための上に記載されたいくつかの
試薬および反応条件は、中間体に存在するある特定の官能基とは適合していなくてもよい
ことが認識される。これらの場合に、保護／脱保護シーケンスまたは官能基相互変換の合
成への組み込みが、所望の生成物を得る際に助けとなる。保護基の使用および選択は、化
学合成の当業者に明らかである（例えば、Ｇｒｅｅｎｅ，Ｔ．Ｗ．；Ｗｕｔｓ，Ｐ．Ｇ．
Ｍ．Ｐｒｏｔｅｃｔｉｖｅ　Ｇｒｏｕｐｓ　ｉｎ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ
，２ｎｄ　ｅｄ．；Ｗｉｌｅｙ：Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９９１を参照されたい）。当業者
であれば、一部の場合には、任意の個別のスキームに記載されている試薬を導入した後に
、式１の化合物の合成を完了するために、詳述されていない追加のルーチン的な合成ステ
ップの実施が必要となる場合があることを認識するであろう。当業者はまた、上のスキー
ムに例証されたステップの組み合わせを、式１、式１ａ、式１ｂまたは式２の化合物を製
造するために提示された特定のシーケンスで暗示されるもの以外の順序で行うことが必要
であってもよいことを認識する。
【０１４７】
　当業者はまた、さらに、本明細書に記載される式１、式１ａ、式１ｂまたは式２の化合
物およびそれらの中間体を、様々な求電子性、求核性、ラジカル、有機金属、酸化、およ
び還元反応に供して置換基を付加する、または既存の置換基を変更することができること
を認識する。
【０１４８】
　さらなる詳細な説明なしに、先行の記載を使用する当業者は、本発明を最大限に用いる
ことができると考えられる。したがって、以下の合成実施例は、単に例証的なものであり
、何であれ決して本開示を限定するものではないと解釈されるべきである。以下の合成実
施例におけるステップは、合成変換全般における各ステップの手順を例証し、各ステップ
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のための出発原料は、その手順が他の実施例またはステップに記載されている特定の調製
実験によって必ずしも調製されていなくてもよい。１Ｈ　ＮＭＲスペクトルは、テトラメ
チルシランからのｐｐｍ低磁場で報告され；「ｓ」は、一重項を意味し、「ｄ」は、二重
項を意味し、「ｄｄ」は、二重項の二重項を意味し、「ｂｒｓ」は、幅広の一重項を意味
する。室温は、約２０～２５℃である。「ＤＭＦ」は、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミドで
ある。
【実施例】
【０１４９】
合成実施例１
２－クロロ－Ｎ－［（１Ｓ）－１－シクロプロピルエエチル］－３－フランカルボキサミ
ドおよび２－クロロ－Ｎ－［（１Ｒ）－１－シクロプロピルエチル］－３－フランカルボ
キサミド（化合物１１、４４および４５）の調製
ステップＡ：２－クロロ－３－フランカルボン酸の調製
　ジイソプロピルアミン（１０．３ｇ、１０２ｍｍｏｌ）のＴＨＦ（２０ｍＬ）中溶液に
、ヘキサン中２．５Ｍ　ｎ－ＢｕＬｉ（６．５ｇ、１０２ｍｍｏｌ）を－７８℃で添加し
、反応混合物を－４０℃にゆっくりと加温した。次いで、ＴＨＦ（２０ｍＬ中３－フラン
カルボン酸（５ｇ、４１ｍｍｏｌ）を添加し、３０分間撹拌した。ＴＨＦ（２０ｍＬ）中
ヘキサクロロエタン（１０．６０ｇ、４５．６８ｍｍｏｌ）を－７８℃でゆっくりと添加
し、反応混合物を１６時間撹拌した。ＴＬＣ分析（ＤＣＭ中５％ＭｅＯＨ）は、反応の完
了を示した。反応混合物を０℃に冷却し、１Ｎ　ＨＣｌでクエンチし、酢酸エチルで抽出
した（３ｘ）。合わせた有機層をブラインで洗浄し、Ｎａ２ＳＯ４で乾燥させた。溶媒を
減圧下で蒸発させ、得られた粗生成物を溶媒洗浄で精製して、茶色の固体として２．８ｇ
の表題生成物を得た。１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３，４００ＭＨｚ）：δ　１０．２（ｂｒ
　ｓ，１Ｈ），７．３３（ｄ，１Ｈ），６．８１（ｄ，１Ｈ）．質量スペクトル：（Ｍ－
１）＝１４５．
【０１５０】
ステップＢ：２－クロロ－Ｎ－［（１Ｓ）－１－シクロプロピルエチル］－３－フランカ
ルボキサミドおよび２－クロロ－Ｎ－［（１Ｒ）－１－シクロプロピルエチル］－３－フ
ランカルボキサミドの調製
　２－クロロ－３－フランカルボン酸（１ｇ、６．８４ｍｍｏｌ）のＤＣＭ（２５ｍＬ）
中溶液に、α－メチルシクロプロパンメタナミン塩酸塩（１：１）（０．７５ｇ、６．１
６ｍｍｏｌ）、ＥＤＣ－ＨＣｌ（２ｇ、１０．２７ｍｍｏｌ）、ＤＭＡＰ（０．８３ｇ、
６．８４ｍｍｏｌ）を添加し、反応混合物を室温で６時間撹拌し、その時間後、ＴＬＣ分
析（石油エーテル中５０％酢酸エチル）は、反応の完了を示した。反応混合物を水でクエ
ンチし、酢酸エチルで抽出した（３ｘ）。合わせた有機相を水、ブラインで洗浄し、次い
で、Ｎａ２ＳＯ４で乾燥させた。溶媒を減圧下で蒸発させ、粗生成物を、２０％酢酸エチ
ル／石油エーテル溶出させたシリカゲルカラム上で精製して、白色固体として０．７ｇの
表題化合物を得た。１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３，４００ＭＨｚ）：δ　７．３１（ｄ，１
Ｈ），６．８２（ｄ，１Ｈ），６．１９（ｂｒ　ｓ，１Ｈ），３．６（ｍ，１Ｈ），１．
５７（ｄ，３Ｈ），０．９３（ｍ，１Ｈ），０．５３（ｍ，２Ｈ），０．４９（ｍ，１Ｈ
），０．２７（ｍ，１Ｈ）．質量スペクトル：（Ｍ＋１）＝２１４．
【０１５１】
　１Ｓおよび１Ｒ異性体は、キラル分取ＨＰＬＣにより分離し、－２１．５および＋２１
．２の旋光度［α］（ｃ　０．５、クロロホルム）を有する２つの立体異性体を得た。
【０１５２】
合成実施例２
２－クロロ－Ｎ－（１，２，２－トリメチルプロピル）－３－フランカルボキサミド（化
合物２７）の調製
ステップＡ：２－クロロ－３－フランカルボニルクロリドの調製
　窒素雰囲気下、２－クロロ－３－フランカルボン酸（１．０ｇ、６．８ｍｍｏｌ）を、
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１００ｍＬの無水ジクロロメタンに懸濁させた。次いで、オキサリルクロリド（０．９８
ｍＬ、１１．４ｍｍｏｌ）、続いて１滴のＤＭＦを添加した。反応混合物を一晩撹拌し、
その後、溶媒を減圧下で除去して、８５２ｍｇ（７６％）の黄褐色油を得た。１Ｈ　ＮＭ
Ｒ（ＣＤＣｌ３，５００ＭＨｚ）：δ　７．３７（ｄ，Ｊ＝２．４Ｈｚ，１Ｈ），６．８
９　ｐｐｍ（ｄ，Ｊ＝２．２Ｈｚ，１Ｈ）．
【０１５３】
　原液をジクロロメタン中で調製して［７５ｍｇ／５ｍＬ］、さらなる反応で使用した。
【０１５４】
ステップＢ：２－クロロ－Ｎ－（１，２，２－トリメチルプロピル）－３－フランカルボ
キサミドの調製
　２－クロロ－３－フランカルボニルクロリド（１００ｍｇ、０．６１ｍｍｏｌ）の無水
ジクロロメタン６．６ｍＬ中溶液に、３－アミノ－２，２－ジメチルブタン（９０μＬ、
０．６７ｍｍｏｌ）を窒素雰囲気下で添加した。次いで、トリエチルアミン（１３６μＬ
、０．９８ｍｍｏｌ）を添加し、混合物を室温で一晩撹拌した。次いで、この溶液を水で
洗浄し、Ｃｅｌｉｔｅ（登録商標）存在の下で濃縮し、クロマトグラフィー（０～２０％
ＥｔＯＡｃ：ヘキサン）により精製して、黄褐色油として６４ｍｇ（４６％）の表題化合
物を得た。１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３，５００ＭＨｚ）：δ　７．３２（ｄ，Ｊ＝２．２
Ｈｚ，１Ｈ），６．８５（ｄ，Ｊ＝２．２Ｈｚ，１Ｈ），６．１２－６．２０（ｍ，１Ｈ
），４．０５（ｄｑ，Ｊ＝９．５，６．８Ｈｚ，１Ｈ），１．１５（ｄ，Ｊ＝６．８Ｈｚ
，３Ｈ），０．８４－１．０６　ｐｐｍ（ｓ，９Ｈ）．ＬＣ／ＭＳ　ｍ／ｚ［Ｍ＋Ｈ］＋

：２３０．３．
【０１５５】
合成実施例２ａ
２－クロロ－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，２－トリメチルプロピル］－３－フランカルボキ
サミド（化合物４０）の調製
ステップＡ：２－クロロ－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，２－トリメチルプロピル］－３－フ
ランカルボキサミドの調製
　２－クロロ－３－フランカルボニルクロリド（７５ｍｇ、０．４６ｍｍｏｌ）の無水ジ
クロロメタン５ｍＬ中溶液に、（Ｓ）－（＋）－３－アミノ－２，２－ジメチルブタン（
６７μＬ、０．５０ｍｍｏｌ）を窒素雰囲気下で添加した。次いで、トリエチルアミン（
１８８μＬ、１．３５ｍｍｏｌ）を添加し、混合物を室温で一晩撹拌した。次いで、溶液
を水で洗浄し、Ｃｅｌｉｔｅ（登録商標）の存在下で濃縮し、クロマトグラフィー（０～
２０％ＥｔＯＡｃ：ヘキサン）により精製して、白色固体として３３ｍｇ（３１％）の表
題化合物を得た。１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３，５００ＭＨｚ）：δ　７．３２（ｄ，Ｊ＝
２．２Ｈｚ，１Ｈ），６．８５（ｄ，Ｊ＝２．２Ｈｚ，１Ｈ），６．１２－６．２０（ｍ
，１Ｈ），４．０５（ｄｑ，Ｊ＝９．５，６．８Ｈｚ，１Ｈ），１．１５（ｄ，Ｊ＝６．
８Ｈｚ，３Ｈ），０．８４－１．０６　ｐｐｍ（ｓ，９Ｈ）．ＬＣ／ＭＳ　ｍ／ｚ［Ｍ＋
Ｈ］＋：２３０．４．［α］＋１０．７°（ｃ３．６５，メタノール）．
【０１５６】
合成実施例２ｂ
２－クロロ－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，２トリメチルプロピル］－３－フランカルボキサ
ミド（化合物４１）の調製
ステップＡ：２－クロロ－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２，２－トリメチルプロピル］－３－フ
ランカルボキサミドの調製
　２－クロロ－３－フランカルボニルクロリド（７５ｍｇ、０．４６ｍｍｏｌ）の無水ジ
クロロメタン５ｍＬ中溶液に、（Ｒ）－（＋）－３－アミノ－２，２－ジメチルブタン（
６７μＬ、０．５０ｍｍｏｌ）を窒素雰囲気下で添加した。次いで、トリエチルアミン（
１８８μＬ、１．３５ｍｍｏｌ）を添加し、混合物を室温で一晩撹拌した。次いで、この
溶液を水で洗浄し、セライト（登録商標）の存在下で濃縮し、クロマトグラフィー（０～
２０％ＥｔＯＡｃ：ヘキサン）により精製して、白色固体として３８ｍｇ（３６％）の表
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題化合物を得た。１Ｈ　ＮＭＲ（ＣＤＣｌ３，５００ＭＨｚ）：δ　７．３２（ｄ，Ｊ＝
２．２Ｈｚ，１Ｈ），６．８５（ｄ，Ｊ＝２．２Ｈｚ，１Ｈ），６．１２－６．２０（ｍ
，１Ｈ），４．０５（ｄｑ，Ｊ＝９．５，６．８Ｈｚ，１Ｈ），１．１５（ｄ，Ｊ＝６．
８Ｈｚ，３Ｈ），０．８４－１．０６　ｐｐｍ（ｓ，９Ｈ）．ＬＣ／ＭＳ　ｍ／ｚ［Ｍ＋
Ｈ］＋：２３０．３．［α］－９．０９°（ｃ３．８５，メタノール）．
【０１５７】
　先行スキーム１～３および合成実施例１、２、２ａおよび２ｂに記載されたとおりの方
法および変形により調製された式１、式１ａ、式１ｂまたは式２の具体的化合物を以下の
索引表に示す。以下の略語が使用されてもよい：Ｃｍｐｄは化合物を意味し、ｔは第三級
であり、Ｍｅはメチルであり、Ｅｔはエチルである。構造フラグメント中の「－」は、分
子の残部へのフラグメントの結合点を示す。略語「Ｅｘ．」は「実施例」を表し、その化
合物がどの実施例において調製されるかを示す数字が後に続く。
【０１５８】
　「ＭＳ」と表題された欄は、質量スペクトルデータを含む。「ＭＰ」と表題された欄は
、融点範囲データを含む。単一の欄が「ＭＳ／ＭＰ」と表題されている場合、範囲（例え
ば、１２０～１２２）からなるこの欄へのエントリーは、融点範囲を表し、一方で単一の
数字（例えば、２０８．１）からなるこの欄へのエントリーは、質量スペクトルデータを
表す。質量スペクトルデータについて、報告される数値は、最大同位体存在度（すなわち
、Ｍ）を有する分子へのＨ＋（分子量１）付加により形成された実測分子イオンの分子量
である。報告された質量スペクトルピークは、大気圧化学イオン化（ＡＰ＋）を使用して
質量分析法により実測した。
【０１５９】
索引表Ａ
【化１２】

【０１６０】
【表１】

【０１６１】
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【表２】

【０１６２】
【表３】

【０１６３】
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【表４】

【０１６４】
【表５】

【０１６５】
索引表Ｂ－１

【化１３】

【０１６６】
【表６】

【０１６７】
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【表７】

【０１６８】
【表８】

【０１６９】

【表９】

【０１７０】
索引表Ｂ－２
【化１４】

【０１７１】
【表１０】

【０１７２】
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【表１１】

【０１７３】
【表１２】

【０１７４】
【表１３】

【０１７５】
索引表Ｃ－１
【化１５】

【０１７６】
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【表１４】

【０１７７】
索引表Ｃ－２
【化１６】

【０１７８】
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【表１５】

【０１７９】
索引表Ｄ
【０１８０】
【表１６】

【０１８１】
　本発明の化合物は一般に、キャリアとして働く、界面活性剤、固体希釈剤および液体希
釈剤からなる群から選択される少なくとも１種の追加の成分とともに、組成物、すなわち
、処方物中の寄生線虫防除活性成分として使用される。処方物または組成物成分は、活性
成分の物理的特性、適用様式ならびに土壌タイプ、湿気および温度などの環境因子と一致
するように選択される。
【０１８２】
　有用な処方物には、液体組成物および固体組成物の両方が含まれる。液体組成物には、
溶液（乳化性濃縮物を含む）、懸濁液、エマルジョン（マイクロエマルジョンおよび／ま
たはサスポエマルジョンを含む）などが含まれ、これは、任意選択的にゲルに増粘され得
る。水性液体組成物の一般的なタイプは、可溶性濃縮物、カプセル懸濁液、濃縮エマルジ
ョン、マイクロエマルジョンおよびサスポエマルジョンである。非水性液体組成物の一般
的なタイプは、乳化性濃縮物、マイクロ乳化性濃縮物、分散性濃縮物および油分散液であ
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る。
【０１８３】
　固体組成物の一般的なタイプは、水分散性（「湿潤性」）または水溶性であり得る、粉
剤（ｄｕｓｔ）、粉末、顆粒、ペレット、小粒、芳香錠、錠剤、充填フィルム（種子コー
ティングを含む）などである。フィルム形成溶液または流動性懸濁液から形成されたフィ
ルムおよびコーティングは、種子処理用に特に有用である。活性成分は、（マイクロ）カ
プセル化し、懸濁液または固体処方物にさらに形成することができ；あるいはまた有効成
分の処方物全体をカプセル化する（または「オーバーコーティングする」）ことができる
。カプセル化は、活性成分の放出を制御するか、または遅延させることができる。乳化性
顆粒は、乳化性濃縮物処方物と乾燥顆粒処方物の両方の利点を兼ね備える。高強度組成物
は、さらなる処方物用の中間体として主に使用される。
【０１８４】
　噴霧可能な処方物は、典型的には、噴霧の前に適当な媒体中で増量される。このような
液体および固体処方物は、噴霧媒体、通常は水に容易に希釈されるように処方される。噴
霧量は、１ヘクタール当たり約１～数千リットルの範囲であり得るが、より典型的には１
ヘクタール当たり約１０～数百リットルの範囲である。噴霧可能な処方物は、空中もしく
は地上散布による葉面処理のために、または植物の生育培地への散布のために水または別
の適当な媒体とタンク混合することができる。液体および乾燥処方物は、植え付け中に、
細流かんがいシステムへ直接計量供給するかまたは畝間へ計量供給することができる。液
体および固体処方物は、浸透吸収によって成長中の根および他の地下植物部位ならびに／
または群葉を保護するために、植え付け前の種子処理として作物および他の望ましい植生
の種子上へ適用することができる。
【０１８５】
　処方物は典型的には、合計１００重量パーセントになる以下のおおよその範囲内で、有
効量の活性成分、希釈剤、および界面活性剤を含有する。
【０１８６】
【表１７】

【０１８７】
　固体希釈剤には、クレー、例えば、ベントナイト、モンモリロナイト、アタパルジャイ
トおよびカオリン、石膏、セルロース、二酸化チタン、酸化亜鉛、デンプン、デキストリ
ン、糖類（例えば、ラクトース、スクロース）、シリカ、タルク、雲母、珪藻土、尿素、
炭酸カルシウム、炭酸ナトリウムおよび重炭酸ナトリウム、ならびに硫酸ナトリウムが含
まれる。典型的な固体希釈剤は、Ｗａｔｋｉｎｓ　ｅｔ　ａｌ．，Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏ
ｆ　Ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ　Ｄｕｓｔ　Ｄｉｌｕｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｃａｒｒｉｅｒｓ
，２ｎｄ　Ｅｄ．，Ｄｏｒｌａｎｄ　Ｂｏｏｋｓ，Ｃａｌｄｗｅｌｌ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓ
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ｅｙに記載されている。
【０１８８】
　液体希釈剤には、例えば、水、Ｎ，Ｎ－ジメチルアルカンアミド（例えば、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルホルムアミド）、リモネン、ジメチルスルホキシド、Ｎ－アルキルピロリドン（例
えば、Ｎ－メチルピロリドン）、アルキルホスフェート（例えば、トリエチルホスフェー
ト）、エチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピ
レングリコール、ポリプロピレングリコール、プロピレンカーボネート、ブチレンカーボ
ネート、パラフィン（例えば、白色鉱油、ノルマルパラフィン、イソパラフィン）、アル
キルベンゼン、アルキルナフタレン、グリセリン、グリセロールトリアセテート、ソルビ
トール、トリアセチン、芳香族炭化水素、脱芳香族化脂肪族化合物、アルキルベンゼン、
アルキルナフタレン、ケトン、例えば、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、イソホロン
および４－ヒドロキシ－４－メチル－２－ペンタノン、アセテート、例えば、イソアミル
アセテート、ヘキシルアセテート、ヘプチルアセテート、オクチルアセテート、ノニルア
セテート、トリデシルアセテートおよびイソボルニルアセテート、他のエステル、例えば
、アルキル化乳酸エステル、二塩基性酸エステルアルキルおよびγ－ブチロラクトン、な
らびに直鎖、分岐、飽和または不飽和であり得るアルコール、例えば、メタノール、エタ
ノール、ｎ－プロパノール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブタノール、イソブチルアル
コール、ｎ－ヘキサノール、２－エチルヘキサノール、ｎ－オクタノール、デカノール、
イソデシルアルコール、イソオクタデカノール、セチルアルコール、ラウリルアルコール
、トリデシルアルコール、オレイルアルコール、シクロヘキサノール、テトラヒドロフル
フリルアルコール、ジアセトンアルコール、およびベンジルアルコールが含まれる。液体
希釈剤にはまた、飽和または不飽和脂肪酸（典型的には、Ｃ６～Ｃ２２）のグリセロール
エステル、例えば、植物種子および果実油（例えば、オリーブ、ヒマ、亜麻仁、ゴマ、ト
ウモロコシ（メイズ）、落花生、ヒマワリ、グレープシード、紅花、綿実、大豆、ココナ
ッツおよびパーム核）、動物源油（例えば、牛脂、豚脂、ラード、肝油、魚油）、ならび
にそれらの混合物が含まれる。
液体希釈剤にはまた、アルキル化（例えば、メチル化、エチル化、ブチル化）脂肪酸であ
って、脂肪酸が植物源および動物源からのグリセロールエステルの加水分解によって得ら
れてもよく、蒸留によって精製され得る脂肪酸が含まれる。典型的な液体希釈剤は、Ｍａ
ｒｓｄｅｎ，Ｓｏｌｖｅｎｔｓ　Ｇｕｉｄｅ，２ｎｄ　Ｅｄ．，Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃ
ｅ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９５０に記載されている。
【０１８９】
　本発明の固体および液体組成物は、１種以上の界面活性剤をしばしば含む。液体に添加
される場合、界面活性剤（ｓｕｒｆａｃｔａｎｔ）（「界面活性剤（ｓｕｒｆａｃｅ－ａ
ｃｔｉｖｅ　ａｇｅｎｔ）」としても知られる）は一般に、液体の表面張力を、変性し、
ほとんどの場合低下させる。界面活性剤分子中の親水性および親油性基の性質に依存して
、界面活性剤は、湿潤剤、分散剤、乳化剤または消泡剤として有用であり得る。
【０１９０】
　界面活性剤は、非イオン性、アニオン性またはカチオン性界面活性剤として分類するこ
とができる。本組成物に有用な非イオン性界面活性剤には、限定されないが、アルコール
アルコキシレート、例えば、（分岐または直鎖であってよい）天然および合成アルコール
をベースとし、アルコールと、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、ブチレンオキシ
ドまたはそれらの混合物とから調製されるアルコールアルコキシレート；アミンエトキシ
レート、アルカノールアミドおよびエトキシル化アルカノールアミド；アルコキシル化ト
リグリセリド、例えば、エトキシル化大豆油、ヒマシ油および菜種油；アルキルフェノー
ルアルコキシレート、例えば、オクチルフェノールエトキシレート、ノニルフェノールエ
トキシレート、ジノニルフェノールエトキシレートおよびドデシルフェノールエトキシレ
ート（フェノール類と、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、ブチレンオキシドまた
はそれらの混合物とから調製される）；エチレンオキシドまたはプロピレンオキシドから
調製されるブロックポリマー、および末端ブロックがプロピレンオキシドから調製される
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逆ブロックポリマー；エトキシル化脂肪酸；エトキシル化脂肪酸エステルおよび油；エト
キシル化メチルエステル；エトキシル化トリスチリルフェノール（エチレンオキシド、プ
ロピレンオキシド、ブチレンオキシドまたはそれらの混合物から調製されるものを含む）
；脂肪酸エスエル、グリセロールエステル、ラノリンベース誘導体、ポリエトキシレート
エステル、例えば、ポリエトキシル化ソルビタン脂肪酸エステル、ポリエトキシル化ソル
ビトール脂肪酸エステルおよびポリエトキシル化グリセロール脂肪酸エステル；他のソル
ビタン誘導体、例えば、ソルビタンエステル；ポリマー界面活性剤、例えば、ランダムコ
ポリマー、ブロックコポリマー、アルキッドペグ（ポリエチレングリコール）樹脂、グラ
フトまたは櫛形ポリマーおよび星形ポリマー；ポリエチレングリコール（ペグ）；ポリエ
チレングリコール脂肪酸エステル；シリコーンベース界面活性剤；ならびに糖誘導体、例
えば、スクロースエステル、アルキルポリグリコシドおよびアルキル多糖類が含まれる。
【０１９１】
　有用なアニオン界面活性剤には、限定されないが、アルキルアリールスルホン酸および
それらの塩；カルボキシル化アルコールまたはアルキルフェノールエトキシレート；ジフ
ェニルスルホン酸塩誘導体；リグニンおよびリグニン誘導体、例えば、リグノスルホン酸
塩；マレイン酸もしくはコハク酸またはそれらの無水物；オレフィンスルホン酸塩；リン
酸エステル、例えば、アルコールアルコキシレートのリン酸エステル、アルキルフェノー
ルアルコキシレートのリン酸エステルおよびスチリルフェノールエトキシレートのリン酸
エステル；タンパク質ベース界面活性剤；サルコシン誘導体；スチリルフェノールエーテ
ル硫酸塩；油および脂肪酸の硫酸塩およびスルホン酸塩；エトキシル化アルキルフェノー
ルの硫酸塩およびスルホン酸塩；アルコールの硫酸塩；エトキシル化アルコールの硫酸塩
；アミンおよびアミドのスルホン酸塩、例えば、Ｎ，Ｎ－アルキルタウリン塩；ベンゼン
、クメン、トルエン、キシレン、ならびにドデシルおよびトリデシルベンゼンのスルホン
酸塩；縮合ナフタレンのスルホン酸塩；ナフタレンおよびアルキルナフタレンのスルホン
酸塩；分別石油のスルホン酸塩；スルホスクシナミン酸塩；ならびにスルホコハク酸塩お
よびそれらの誘導体、例えば、ジアルキルスルホコハク酸塩が含まれる。
【０１９２】
有用なカチオン界面活性剤には、限定されないが、アミドおよびエトキシル化アミド；ア
ミン、例えば、Ｎ－アルキルプロパンジアミン、トリプロピレントリアミンおよびジプロ
ピレンテトラアミン、ならびに（アミンと、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、ブ
チレンオキシドまたはそれらの混合物とから調製される）エトキシル化アミン、エトキシ
ル化ジアミンおよびプロポキシル化アミン；アミン塩、例えば、アミン酢酸塩およびジア
ミン塩；第四級アンモニウム塩、例えば、第四級塩、エトキシル化第四級塩およびジ第四
級塩；ならびにアミンオキシド、例えば、アルキルジメチルアミンオキシドおよびビス－
（２－ヒドロキシエチル）－アルキルアミンオキシドが含まれる。
【０１９３】
　非イオン性界面活性剤とアニオン性界面活性剤との混合物または非イオン性界面活性剤
とカチオン性界面活性剤との混合物もまた、本組成物に有用である。非イオン性、アニオ
ン性およびカチオン性界面活性剤ならびにそれらの推奨される使用は、ＭｃＣｕｔｃｈｅ
ｏｎ’ｓ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ，Ｔｈｅ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ　Ｃｏｎｆｅｃｔｉ
ｏｎｅｒ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．によって発行されたＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ
　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ，ａｎｎｕａｌ　Ａｍｅｒｉ
ｃａｎ　ａｎｄ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｅｄｉｔｉｏｎｓ；Ｓｉｓｅｌｙ　ａｎ
ｄ　Ｗｏｏｄ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｓｕｒｆａｃｅ　Ａｃｔｉｖｅ　Ａｇ
ｅｎｔｓ，Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｕｂｌ．Ｃｏ．，Ｉｎｃ．，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９６
４；およびＡ．Ｓ．Ｄａｖｉｄｓｏｎ　ａｎｄ　Ｂ．Ｍｉｌｗｉｄｓｋｙ，Ｓｙｎｔｈｅ
ｔｉｃ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ，Ｓｅｖｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅ
ｙ　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９８７を含む様々な発行された参考文献に
開示されている。
【０１９４】
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　本発明の組成物はまた、処方助剤として当業者に公知の、処方補助剤および添加剤を含
有してもよい（それらのいくつかは、固体希釈剤、液体希釈剤または界面活性剤としても
また機能すると考えられ得る）。このような処方補助剤および添加剤は、ｐＨ（緩衝剤）
、処理中の発泡（消泡剤、例えば、ポリオルガノシロキサン）、活性成分の沈降（懸濁化
剤）、粘度（チキソトロピック増粘剤）、容器中の微生物増殖（抗菌剤）、製品凍結（不
凍剤）、色（染料／顔料分散液）、洗脱（フィルム形成剤または粘着剤）、蒸発（蒸発遅
延剤）および他の処方属性を制御し得る。フィルム形成剤には、例えば、ポリ酢酸ビニル
、ポリ酢酸ビニルコポリマー、ポリビニルピロリドン－酢酸ビニルコポリマー、ポリビニ
ルアルコール、ポリビニルアルコールコポリマーおよびワックスが含まれる。処方補助剤
および添加剤の例には、ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ，Ｔｈｅ　Ｍａｎ
ｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ　Ｃｏｎｆｅｃｔｉｏｎｅｒ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．によ
って発行されたＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｖｏｌｕｍｅ　２：Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　
Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，ａｎｎｕａｌ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ａｎｄ　Ｎｏｒｔｈ
　Ａｍｅｒｉｃａｎ　ｅｄｉｔｉｏｎｓ；およびＰＣＴ出願国際公開第０３／０２４２２
２号パンフレットにリストされたものが含まれる。
【０１９５】
　式１、式１ａ、式１ｂまたは式２の化合物および任意の他の活性成分は典型的には、活
性成分を溶媒に溶解させることによって、または液体もしくは乾燥希釈剤中で粉砕するこ
とによって本組成物中に組み込まれる。乳化性濃縮物などの、溶液は、成分を単に混合す
ることによって調製することができる。乳化性濃縮物としての使用が意図された液体組成
物の溶媒が水混和性である場合、乳化剤が典型的には、水での希釈時に活性含有溶媒を乳
化させるために添加される。２，０００μｍまでの粒子直径を有する、活性成分スラリー
は、３μｍよりも下の平均直径を有する粒子を得るために媒体ミルを使用して湿式ミリン
グすることができる。水性スラリーは、完成懸濁液濃縮物にすることができる（例えば、
米国特許第３，０６０，０８４号明細書を参照されたい）か、または噴霧乾燥によってさ
らに処理して水分散性顆粒を形成することができる。乾燥処方物は通常、２～１０μｍ範
囲の平均粒子直径をもたらす、乾式ミリング法を必要とする。粉剤および粉末は、ブレン
ドし、そして通常（例えば、ハンマーミルまたは流体エネルギーミルを用いて）粉砕する
ことによって調製することができる。顆粒およびペレットは、あらかじめ形成された顆粒
状キャリア上へ活性材料を噴霧することによって、または凝集技術によって調製すること
ができる。Ｂｒｏｗｎｉｎｇ，“Ａｇｇｌｏｍｅｒａｔｉｏｎ”，Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｅ
ｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，Ｄｅｃｅｍｂｅｒ　４，１９６７，ｐｐ　１４７－４８、Ｐｅｒ
ｒｙ’ｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒ’ｓ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，４ｔｈ　Ｅｄ
．，ＭｃＧｒａｗ－Ｈｉｌｌ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９６３，ｐａｇｅｓ８－５７および
それ以降のページ、ならびに国際公開第９１／１３５４６号パンフレットを参照されたい
。ペレットは、米国特許第４，１７２，７１４号明細書に記載されているとおりに調製す
ることができる。水分散性および水溶性顆粒は、米国特許第４，１４４，０５０号明細書
、米国特許第３，９２０，４４２号明細書および独国特許第３，２４６，４９３号明細書
に教示されたとおりに調製することができる。錠剤は、米国特許第５，１８０，５８７号
明細書、米国特許第５，２３２，７０１号明細書および米国特許第５，２０８，０３０号
明細書に教示されたとおりに調製することができる。フィルムは、英国特許第２，０９５
，５５８号明細書および米国特許第３，２９９，５６６号明細書に教示されたとおりに調
製することができる。
【０１９６】
　調合物の技術分野に関するさらなる情報については、Ｔ．Ｓ．Ｗｏｏｄｓ，“Ｔｈｅ　
Ｆｏｒｍｕｌａｔｏｒ’ｓ　Ｔｏｏｌｂｏｘ－Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｆｏｒｍｓ　ｆｏｒ　Ｍ
ｏｄｅｒｎ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ”，Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａ
ｎｄ　Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅ，Ｔｈｅ　Ｆｏｏｄ－Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ　Ｃｈａｌｌ
ｅｎｇｅ，Ｔ．Ｂｒｏｏｋｓ　ａｎｄ　Ｔ．Ｒ．Ｒｏｂｅｒｔｓ，Ｅｄｓ．，Ｐｒｏｃｅ
ｅｄｉｎｇｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　９ｔｈ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｎｇｒｅｓｓ
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　ｏｎ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，Ｔｈｅ　Ｒｏｙａｌ　Ｓｏｃｉｅｔ
ｙ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ，１９９９，ｐｐ．１２０－１３３
を参照されたい。また、米国特許第３，２３５，３６１号明細書、第６欄１６行～第７欄
１９行まで、および実施例１０～４１；米国特許第３，３０９，１９２号明細書、第５欄
４３行～第７欄６２行まで、ならびに実施例８、１２、１５、３９、４１、５２、５３、
５８、１３２、１３８～１４０、１６２～１６４、１６６、１６７および１６９～１８２
；米国特許第２，８９１，８５５号明細書、第３欄６６行～第５欄１７行および実施例１
～４；Ｋｌｉｎｇｍａｎ，Ｗｅｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ａｓ　ａ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，Ｊｏ
ｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９６１，ｐｐ　
８１－９６；Ｈａｎｃｅ　ｅｔ　ａｌ．，Ｗｅｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ
，８ｔｈ　Ｅｄ．，Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏ
ｎｓ，Ｏｘｆｏｒｄ，１９８９；ならびにＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｓ　ｉｎ　ｆｏｒｍｕ
ｌａｔｉｏｎ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，ＰＪＢ　Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎｓ，Ｒｉｃｈｍ
ｏｎｄ，ＵＫ，２０００を参照されたい。
【０１９７】
　以下の実施例において、すべての処方物は、従来法で調製される。化合物番号は、索引
表中の化合物を意味する。さらなる詳細な説明なしに、先行の記載を使用する当業者は、
本発明をその最大限に用いることができると考えられる。したがって、以下の実施例は、
単に例証的なものであり、何であれ決して本開示を限定するものではないと解釈されるべ
きである。パーセンテージは、他に示される場合を除いて重量による。
【０１９８】

【表１８】

【０１９９】
【表１９】

【０２００】
【表２０】

【０２０１】
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【表２１】

【０２０２】
【表２２】

【０２０３】
【表２３】

【０２０４】
【表２４】

【０２０５】
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【表２５】

【０２０６】
【表２６】

【０２０７】
【表２７】

【０２０８】
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【表２８】

【０２０９】
【表２９】

【０２１０】
　したがって、これらの本化合物および組成物は、農作物を寄生線虫から保護するために
農学的に、およびまた他の園芸作物および植物を植食性寄生線虫から保護するために非農
学的に有用である。この有用性には、遺伝子工学（すなわち、トランスジェニック）によ
って導入された、または有利な形質を与えるために突然変異生成によって変性された遺伝
物質を有する作物および他の植物（すなわち、農学的および非農学的の両方の）を保護す
ることが含まれる。このような形質の例には、除草剤への耐性、植食性有害生物（例えば
、昆虫、ダニ、アブラムシ、クモ、線虫、カタツムリ、植物病原性真菌類、細菌およびウ
ィルス）に対する抵抗性、改善された植物成長、高温もしくは低温、低いもしくは高い土
壌湿気、および高い塩分濃度などの不利な生育条件の増加した耐性、増加した開花もしく
は結果、より大きい収穫収量、より急速な成熟、収穫産物のより高い品質および／もしく
は栄養価、または収穫産物の改善された貯蔵もしくは加工特性が含まれる。トランスジェ
ニック植物は、多形質を発現させるように変性することができる。遺伝子工学または突然
変異生成によって与えられる形質を有する植物の例には、殺虫性のバチルス・チューリン
ゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）毒素を発現させるトウモロ
コシ、綿、大豆およびジャガイモの変種、例えば、ＹＩＥＬＤ　ＧＡＲＤ（登録商標）、
ＫＮＯＣＫＯＵＴ（登録商標）、ＳＴＡＲＬＩＮＫ（登録商標）、ＢＯＬＬＧＡＲＤ（登
録商標）、ＮｕＣＯＴＮ（登録商標）およびＮＥＷＬＥＡＦ（登録商標）、ＩＮＶＩＣＴ
Ａ　ＲＲ２　ＰＲＯ（商標）、ならびにトウモロコシ、綿、大豆および菜種の除草剤耐性
変種、例えば、ＲＯＵＮＤＵＰ　ＲＥＡＤＹ（登録商標）、ＬＩＢＥＲＴＹ　ＬＩＮＫ（
登録商標）、ＩＭＩ（登録商標）、ＳＴＳ（登録商標）およびＣＬＥＡＲＦＩＥＬＤ（登
録商標）、ならびにグリホサート除草剤に対する抵抗性を与えるためのＮ－アセチルトラ
ンスフェラーゼ（ＧＡＴ）を発現させる作物、またはアセト乳酸シンターゼ（ＡＬＳ）を
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阻害する除草剤に対する抵抗性を与えるＨＲＡ遺伝子を有する作物が含まれる。本化合物
および組成物は、遺伝子工学によって導入された、または突然変異生成によって変性され
た形質と相乗的に相互作用し、このようにして形質の表現型発現または有効性を高め得る
か、または本化合物および組成物の寄生線虫防除有効性を増加させ得る。特に、本化合物
および組成物は、寄生線虫に対して毒性があるタンパク質または他の天然産物の表現型発
現と相乗的に作用して、これらの有害生物の相加超の（ｇｒｅａｔｅｒ－ｔｈａｎ－ａｄ
ｄｉｔｉｖｅ）防除を与え得る。
【０２１１】
　本発明の組成物はまた、植物栄養物、例えば、窒素、リン、カリウム、硫黄、カルシウ
ム、マグネシウム、鉄、銅、ホウ素、マンガン、亜鉛、およびモリブデンから選択される
少なくとも１種の植物栄養物を含む肥料組成物を任意選択的に含むことができる。注目す
べきは、窒素、リン、カリウム、硫黄、カルシウムおよびマグネシウムから選択される少
なくとも１種の植物栄養物を含む少なくとも１種の肥料組成物を含む組成物である。少な
くとも１種の植物栄養物をさらに含む本発明の組成物は、液体もしくは固体の形態であり
得る。注目すべきは、顆粒、小スティックまたは錠剤の形態での固体処方物である。肥料
組成物を含む固体調合物は、本発明の化合物または組成物を処方成分と一緒に肥料組成物
と混合し、次いで造粒または押出などの方法によって処方物を調製することによって調製
することができる。代わりに、固体処方物は、揮発性溶媒中の本発明の化合物または組成
物の溶液または懸濁液を、寸法安定性混合物、例えば、顆粒、小スティックまたは錠剤の
形態での事前調製された肥料組成物上に噴霧し、次いで溶媒を蒸発させることによって調
製することができる。
【０２１２】
　本発明の化合物は、植物（例えば、群葉、果実、茎、根または種子）、または動物およ
びヒト（例えば、血管系もしくは消化系、または他の組織）の内部で生きもしくは成長し
、またはそれらを常食とし、したがって、生育および貯蔵農学的作物、森林、温室作物、
観賞および苗床作物を損傷し、または動物およびヒト健康を苦しめる広域スペクトルの寄
生線虫に対して活性を示すことができる。特に関心のある作物は、結果野菜、例えば、ナ
ス科およびウリ科作物、プランテーション作物、例えば、バナナおよびコーヒー、根作物
、例えば、ジャガイモ、タマネギおよびニンジン、ならびに農作物、例えば、タバコ、落
花生、綿、サトウキビおよび大豆である。
【０２１３】
　本発明の化合物は、エノプリス目（Ｅｎｏｐｌｉｄａ）、ニセハリセンチュウ目（Ｄｏ
ｒｙｌａｉｍｉｄａ）、カンセンチュウ目（Ｒｈａｂｄｉｔｉｄａ）、エンチュウ目（Ｓ
ｔｒｏｎｇｙｌｉｄａ）、カイチュウ目（Ａｓｃａｒｉｄａ）、ギョウチュウ目（Ｏｘｙ
ｕｒｉｄａ）、センビセンチュウ目（Ｓｐｉｒｕｒｉｄａ）、ハリセンチュウ目（Ｔｙｌ
ｅｎｃｈｉｄａ）およびヨウセンチュウ目（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｉｄａ）の経済的に重要
なメンバー、例えば、限定されないが、経済的に重要な農業有害生物、例えば、ネコブセ
ンチュウ属（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ）のネコブ線虫、シストセンチュウ属および（Ｈｅ
ｔｅｒｏｄｅｒａ）およびグロボデラ属（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ）のシスト線虫、ネグサレ
センチュウ属（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）のネグサレ線虫、ロチレンクルス属（Ｒｏｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ）のニセフクロ線虫、ネモグリセンチュウ目（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕ
ｓ）のネモグリセンチュウ、ベロノライムス属（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ）の刺毛線虫
、ヘリコチレンクス属（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）およびスクテロネマ属（Ｓｃ
ｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ）のラセン線虫、チレンクルス属（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ）のミ
カンネ線虫、トリコドルス属（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）およびパラトリコドルス属（Ｐ
ａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）のユミハリ線虫、キシフェネマ属（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ
）のオオハリ線虫、チレンコルヒンクス属（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ）のイシ
ュク線虫、ロンギドルス属およびパラロンギドルス属（Ｐａｒａｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ）
のハリ線虫、ホプロライムス属（Ｈｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ）のヤリ線虫、ワセンチュウ科
（Ｃｒｉｃｏｎｅｍａｔｉｄａｅ）のワ線虫、ジチレンクス属（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
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）およびアングイナ属（Ａｎｇｕｉｎａ）のクキ線虫、アフェレンコイデス属（Ａｐｈｅ
ｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ）およびラジナフェレンクス属（Ｒｈａｄｉｎａｐｈｅｌｅｎｃｈ
ｕｓ）のハ／クキ線虫；ならびに動物およびヒト健康寄生虫（すなわち、経済的に重要な
回虫、例えば、ウマにおける普通円虫（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、イ
ヌにおける犬回虫（Ｔｏｘｏｃａｒａ　ｃａｎｉｓ）、ヒツジにおける　捻転胃虫（Ｈａ
ｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｃｏｎｔｏｒｔｕｓ）、イヌにおける犬糸状虫（Ｄｉｒｏｆｉｌａｒ
ｉａ　ｉｍｍｉｔｉｓ）など）を含めて、線形動物門のアデノフォリア綱（Ａｄｅｎｏｐ
ｈｏｒｅａ）および双腺綱（Ｓｅｃｅｒｎｅｎｔｅａ）の両方のメンバーに対して活性を
有することができる。
【０２１４】
　注目すべきは、サツマイモネコブ線虫（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ
）を防除するための本発明の化合物の使用である。当業者は、すべての化合物が、すべて
の成長段階のすべての線虫に対して等しく有効であるわけではないことを十分理解する。
【０２１５】
　本発明の化合物は、動物およびヒト健康を苦しめる寄生虫（すなわち、経済的に重要な
吸虫および条虫）（例えば、ウマにおける葉状条虫（Ａｎｏｐｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｐｅ
ｒｆｏｌｉａｔａ）、反芻動物における肝蛭虫（Ｆａｓｃｉｏｌａ　ｈｅｐａｔｉｃａ）
など）を含めて、扁形動物門（Ｐｌａｔｙｈｅｌｍｉｎｔｈｅｓ）、条虫綱（Ｃｅｓｔｏ
ｄａ）（条虫）および吸虫綱（吸虫）のメンバーに対しても活性を有することができる。
【０２１６】
　本発明の化合物はまた、殺虫剤、殺真菌剤、抗線虫剤、殺菌剤、ダニ駆除剤、除草剤、
除草剤解毒剤、成長調整物質、例えば昆虫脱皮阻害剤および発根刺激剤など、不妊化剤、
情報物質、忌避剤、誘引物質、フェロモン、摂食刺激剤、他の生物学的に活性な化合物ま
たは昆虫病原性細菌、さらにより幅広いスペクトルの農学的および農学的有用性を与える
多成分殺有害生物剤を形成するためのウィルスまたは真菌類を含む１種以上の他の生物学
的に活性な化合物または剤と混合することができる。したがって、本発明はまた、式１、
式１ａまたは式１ｂの化合物および有効量の少なくとも１種の追加の生物学的に活性な化
合物または剤を含む組成物に関し、界面活性剤、固体希釈剤または液体希釈剤の少なくと
も１種をさらに含むことができる。本発明の混合物について、他の生物学的に活性な化合
物もしくは剤を、式１、式１ａもしくは式ｂの化合物を含む、本化合物と一緒に処方して
プレミックスを形成することができるか、または他の生物学的に活性な化合物もしくは剤
を、式１、式１ａもしくは式ｂの化合物を含む、本化合物とは別個に処方し、そして適用
前に２つの処方物を（例えば噴霧タンク中で）一緒に組み合わせるか、もしくは、代わり
に、連続して適用することができる。
【０２１７】
　本発明の化合物をそれと処方することができるような生物学的に活性な化合物または剤
の例は、例えば、アバメクチン、アセフェート、アセキノシル、アセタミプリド、アクリ
ナトリン、アフィドピロペン（［（３Ｓ，４Ｒ，４ａＲ，６Ｓ，６ａＳ，１２Ｒ，１２ａ
Ｓ，１２ｂＳ）－３－［（シクロプロピルカルボニル）オキシ］－１，３，４，４ａ，５
，６，６ａ，１２，１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－６，１２－ジヒドロキシ－４，６ａ，
１２ｂ－トリメチル－１１－オキソ－９－（３－ピリジニル）－２Ｈ，１１Ｈ－ナフト［
２，１－ｂ］ピラノ［３，４－ｅ］ピラン－４－イル］メチルシクロプロパンカルボキシ
レ－ト）、アミドフルメト、アミトラズ、アベルメクチン、アザジラクチン、アジンホス
－メチル、ベンフラカルブ、ベンスルタップ、ビフェントリン、ビフェナゼート、ビスト
リフルロン、ボレート、ブプロフェジン、カズサホス、カルバリル、カルボフラン、カル
タップ、カルゾール、クロラントラニリプロール、クロルフェナピル、クロルフルアズロ
ン、クロルピリホス、クロルピリホス－メチル、クロマフェノジド、クロフェンテジン、
クロチアニジン、シアントラニリプロール（３－ブロモ－１－（３－クロロ－２－ピリジ
ニル）－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６－［（メチルアミノ）カルボニル］フェニル
］－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド）、シクラニリプロール（３－ブロモ－Ｎ－
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［２－ブロモ－４－クロロ－６－［［（１－シクロプロピルエチル）アミノ］カルボニル
］フェニル］－１－（３－クロロ－２－ピリジニル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキ
サミド）、シクロプロトリン、シクロキサプリド（（５Ｓ，８Ｒ）－１－［（６－クロロ
－３－ピリジニル）メチル］－２，３，５，６，７，８－ヘキサヒドロ－９－ニトロ－５
，８－エポキシ－１Ｈ－イミダゾ［１，２－ａ］アゼピン）、シフルメトフェン、シフル
トリン、ベータ－シフルトリン、シハロトリン、ガンマ－シハロトリン、ラムダ－シハロ
トリン、サイパーメトリン、アルファ－サイパーメトリン、ゼータ－サイパーメトリン、
シロマジン、デルタメトリン、ジアフェンチウロン、ダイアジノン、ジエルドリン、ジフ
ルベンズロン、ジメフルトリン、ジメハイポ、ジメトエート、ジノテフラン、ジオフェノ
ラン、エマメクチン、エンドスルファン、エスフェンバレレート、エチプロール、エトフ
ェンプロックス、エトキサゾール、フェンブタチンオキシド、フェニトロチオン、フェノ
チオカルブ、フェノキシカルブ、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フィプロニル
、フロメトキン（２－エチル－３，７－ジメチル－６－［４－（トリフルオロメトキシ）
フェノキシ］－４－キノリニルメチルカーボネート）、フロニカミド、フルベンジアミド
、フルシトリネート、フルフェネリム、フルフェノクスロン、フルフェノキシストロビン
（メチル（αＥ）－２－［［２－クロロ－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］メチ
ル］－α－（メトキシメチレン）ベンゼンアセテート）、フルフェンスルホン（５－クロ
ロ－２－［（３，４，４－トリフルオロ－３－ブテン－１－イル）スルホニル］チアゾー
ル）、フルヘキサフォン、フルオピラム、フルピプロール（ｆｌｕｐｉｐｒｏｌｅ）（１
－［２，６－ジクロロ－４－（トリフルオロメチル）フェニル］－５－［（２－メチル－
２－プロペン－１－イル）アミノ］－４－［（トリフルオロメチル）スルフィニル］－１
Ｈ－ピラゾール－３－カルボニトリル）、フルピラジフロン（４－［［（６－クロロ－３
－ピリジニル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）アミノ］－２（５Ｈ）－フラノン
）、フルバリネート、タウ－フルバリネート、ホノホス、ホルメタネート、ホスチアゼー
ト、ハロフェノジド、ヘプタフルトリン（［２，３，５，６－テトラフルオロ－４－（メ
トキシメチル）フェニル］メチル２，２－ジメチル－３－［（１Ｚ）－３，３，３－トリ
フルオロ－１－プロペン－１－イル］シクロプロパンカルボキシレ－ト）、ヘキサフルム
ロン、ヘキシチアゾックス、ヒドラメチルノン、イミダクロプリド、インドキサカルブ、
殺虫剤石鹸、イソフェンホス、ルフェヌロン、マラチオン、メペルフルトリン（［２，３
，５，６－テトラフルオロ－４－（メトキシメチル）フェニル］メチル（１Ｒ，３Ｓ）－
３－（２，２－ジクロロエテニル）－２，２－ジメチルシクロプロパンカルボキシレ－ト
）、メタフルミゾン、メタアルデヒド、メタミドホス、メチダチオン、メチオジカルブ、
メソミル、メトプレン、メトキシクロル、メトキシフェノジド、メトフルトリン、メトフ
ルトリン、モノクロトホス、モノフルオロトリン（ｍｏｎｏｆｌｕｏｒｏｔｈｒｉｎ）（
［２，３，５，６－テトラフルオロ－４－（メトキシメチル）フェニル］メチル３－（２
－シアノ－１－プロペン－１－イル）－２，２－ジメチルシクロプロパンカルボキシレ－
ト）、ニコチン、ニテンピラム、ニチアジン、ノバルロン、ノビフルムロン、オキサミル
、パラチオン、パラチオン－メチル、ペルメトリン、ホレート、ホサロン、ホスメット、
ホスファミドン、ピリミカーブ、プロフェノホス、プロフルトリン、プロパルギット、プ
ロトリフェンビュート、ピフルブミド（１，３，５－トリメチル－Ｎ－（２－メチル－１
－オキソプロピル）－Ｎ－［３－（２－メチルプロピル）－４－［２，２，２－トリフル
オロ－１－メトキシ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド）、ピメトロジン、ピラフルプロール、ピレトリン、ピリダベン
、ピリダリル、ピリフルキナゾン、ピリミノストロビン（メチル（αＥ）－２－［［［２
－［（２，４－ジクロロフェニル）アミノ］－６－（トリフルオロメチル）－４－ピリミ
ジニル］オキシ］メチル］－α－（メトキシメチレン）ベンゼンアセテート）、ピリプロ
ール、ピリプロキシフェン、ロテノン、リアノジン、シラフルオフェン、スピネトラム、
スピノサド、スピロジクロフェン、スピロメシフェン、スピロテトラマト、スルプロホス
、スルホキサフロル（Ｎ－［メチルオキシド［１－［６－（トリフルオロメチル）－３－
ピリジニル］エチル］－λ４－スルファニリデン］シアナミド）、テブフェノジド、テブ
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フェンピラド、テフルベンズロン、テフルトリン、テルブホス、テトラクロルビンホス、
テトラメトリン、テトラメチルフルトリン（［２，３，５，６－テトラフルオロ－４－（
メトキシメチル）フェニル］メチル２，２，３，３－テトラメチルシクロプロパンカルボ
キシレ－ト）、テトラニリプロール、チアクロプリド、チアメトキサム、チオジカルブ、
チオスルタップ－ナトリウム、チオキサザフェン（３－フェニル－５－（２－チエニル）
－１，２，４－オキサジアゾール）、トルフェンピラド、トラロメトリン、トリアザメー
ト、トリクロルホン、トリフルメゾピリム（２，４－ジオキソ－１－（５－ピリミジニル
メチル）－３－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］－２Ｈ－ピリド［１，２－ａ］
ピリミジニウム内塩）、トリフルムロン、バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）デルタ－エンドトキシン、昆虫病原性細菌、昆虫病
原性ウィルスおよび昆虫病原性真菌類などの殺虫剤である。
【０２１８】
　特に注目すべきは、アバメクチン、アセタミプリド、アクリナトリン、アフィドピロペ
ン、アミトラズ、アベルメクチン、アザジラクチン、ベンフラカルブ、ベンスルタップ、
ビフェントリン、ブプロフェジン、カズサホス、カルバリル、カルタップ、クロラントラ
ニリプロール、クロルフェナピル、クロルピリホス、クロチアニジン、シアントラニリプ
ロール、シクラニリプロール、シクロプロトリン、シフルトリン、ベータ－シフルトリン
、シハロトリン、ガンマ－シハロトリン、ラムダ－シハロトリン、サイパーメトリン、ア
ルファ－サイパーメトリン、ゼータ－サイパーメトリン、シロマジン、デルタメトリン、
ジエルドリン、ジノテフラン、ジオフェノラン、エマメクチン、エンドスルファン、エス
フェンバレレート、エチプロール、エトフェンプロックス、エトキサゾール、フェニトロ
チオン、フェノチオカルブ、フェノキシカルブ、フェンバレレート、フィプロニル、フロ
メトキン、フロニカミド、フルベンジアミド、フルフェノクスロン、フルフェノキシスト
ロビン、フルフェンスルホン、フルピプロール（ｆｌｕｐｉｐｒｏｌｅ）、フルピラジフ
ロン、フルバリネート、ホルメタネート、ホスチアゼート、ヘプタフルトリン、ヘキサフ
ルムロン、ヒドラメチルノン、イミダクロプリド、インドキサカルブ、ルフェヌロン、メ
ペルフルトリン、メタフルミゾン、メチオジカルブ、メソミル、メトプレン、メトキシフ
ェノジド、メトフルトリン、モノフルオロトリン（ｍｏｎｏｆｌｕｏｒｏｔｈｒｉｎ）、
ニテンピラム、ニチアジン、ノバルロン、オキサミル、ピフルブミド、ピメトロジン、ピ
レトリン、ピリダベン、ピリダリル、ピリミノストロビン、ピリプロキシフェン、リアノ
ジン、スピネトラム、スピノサド、スピロジクロフェン、スピロメシフェン、スピロテト
ラマト、スルホキサフロル、テブフェノジド、テトラメトリン、テトラメチルフルトリン
、チアクロプリド、チアメトキサム、チオジカルブ、チオスルタップ－ナトリウム、トラ
ロメトリン、トリアザメート、トリフルメゾピリム、トリフルムロン、バチルス・チュー
リンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）デルタ－エンドトキシ
ン、バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）
の全菌株および核多核体病ウィルスの全菌株などの殺虫剤である。
【０２１９】
　本発明の化合物と混合するための生物学的剤の一実施形態には、バチルス・チューリン
ゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）、およびＣｅｌｌＣａｐ（
登録商標）プロセスによって製造されるＭＶＰ（登録商標）およびＭＶＰＩＩ（登録商標
）バイオ殺虫剤（ＣｅｌｌＣａｐ（登録商標）、ＭＶＰ（登録商標）およびＭＶＰＩＩ（
登録商標）は、Ｍｙｃｏｇｅｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｉｎｄｉａｎａｐｏｌｉｓ，
Ｉｎｄｉａｎａ，ＵＳＡの商標である）などのバチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）のカプセル化デルタ－エンドトキシンなどの昆
虫病原性細菌；黒きょう病菌などの昆虫病原性真菌類；ならびにバキュロウィルス、核多
核体病ウィルス（ＮＰＶ）、例えばアメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ
）多核体病ウィルス（ＨｚＮＰＶ）、アナグラファ・ファルシフェラ（Ａｎａｇｒａｐｈ
ａ　ｆａｌｃｉｆｅｒａ）多核体病ウィルス（ＡｆＮＰＶ）などを含む昆虫病原性（天然
に存在するものおよび遺伝子操作されたものの両方の）ウィルス；ならびにシディア・ポ
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モネラ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）グラニュロシスウィルス（ＣｐＧＶ）などの
グラニュロシスウィルス（ＧＶ）が含まれる。
【０２２０】
　他の無脊椎有害生物防除活性成分が、異なる化学的分類に属するか、または式１、式１
ａもしくは式１ｂの化合物とは異なる作用部位を有するそのような組み合わせが、特に注
目すべきである。ある特定の場合には、類似の防除スペクトルを有するが、異なる作用部
位を有する少なくとも１種の他の無脊椎有害生物防除活性成分との組み合わせは、耐性管
理のために特に有利である。したがって、本発明の組成物は、類似の防除スペクトルを有
するが、異なる化学的分類に属するかまたは異なる作用部位を有する生物学的有効量の少
なくとも１種の追加の無脊椎有害生物防除活性成分をさらに含むことができる。これらの
追加の生物学的に活性な化合物または剤には、限定されないが、カルバメート類　メソミ
ル、オキサミル、チオジカルブ、トリアザメート、およびオルガノホスフェート類　クロ
ルピリホスなどのアセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害剤；シクロジエン類　ジ
エルドリンおよびエンドスルファン、ならびにフェニルピラゾール類　エチプロールおよ
びフィプロニルなどのＧＡＢＡ作動性クロライド・チャネルアンタゴニスト；ピレスロイ
ド類　ビフェントリン、シフルトリン、ベータ－シフルトリン、シハロトリン、ラムダ－
シハロトリン、サイパーメトリン、デルタメトリン、ジメフルトリン、エスフェンバレレ
ート、メトフルトリンおよびプロフルトリンなどのナトリウム・チャネルモジュレータ；
ネオニコチノイド類　アセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミダクロプリ
ド、ニテンピラム、ニチアジン、チアクロプリド、およびチアメトキサム、およびスルホ
キサフロルなどのニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アゴニスト；スピノシ
ン類　スピネトラムおよびスピノサドなどのニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈ
Ｒ）アロステリック活性化剤；アベルメクチン類　アバメクチンおよびエマメクチンなど
のクロライド・チャネル活性化剤；ジオフェノラン、メトプレン、フェノキシカルブおよ
びピリプロキシフェンなどの幼若ホルモン類縁体；ピメトロジンおよびフロニカミドなど
の選択的同翅類摂食ブロッカー；エトキサゾールなどのダニ増殖阻害剤；プロパルギット
などのミトコンドリアＡＴＰシンターゼの阻害剤；クロルフェナピルなどのプロトン勾配
の途絶による酸化的リン酸化のウカプラー；ネライストキシン類似体　カルタップなどの
ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）チャネルブロッカー；ベンゾイル尿素類
　フルフェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン
およびトリフルムロン、ならびにブプロフェジンなどのキチン生合成の阻害剤；シロマジ
ンなどの双翅類脱皮撹乱物質；ジアシルヒドラジン類　メトキシフェノジドおよびテブフ
ェノジドなどのエクジソン受容体アゴニスト；アミトラズなどのオクトパミン受容体アゴ
ニスト；ヒドラメチルノンなどのミトコンドリア複合体ＩＩＩ電子伝達阻害剤；ピリダベ
ンなどのミトコンドリア複合体Ｉ電子伝達阻害剤；インドキサカルブなどの電位依存性ナ
トリウム・チャネルブロッカー；テトロン酸およびテトラミン酸類　スピロジクロフェン
、スピロメシフェンおよびスピロテトラマトなどアセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害
剤；β－ケトニトリル類　シエノピラフェンおよびシフルメトフェンなどのミトコンドリ
ア複合体ＩＩ電子伝達阻害剤；アントラニルジアミド類、クロラントラニリプロール、シ
アントラニリプロールおよびシアントラニリプロール、フルベンジアミドなどのジアミド
類、ならびにリアノジンなどのリアノジン受容体配位子などのリアニジン（ｒｙａｎｉｄ
ｉｎｅ）受容体モジュレータ；アザジラクチン、ビフェナゼート、ピリダリル、ピリフル
キナゾンおよびトリフルメゾピリムなどの生物活性に関与する標的部位が未知であるかま
たはキャラクタリゼーションされていない化合物；バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｅｎｓｉｓ）およびそれらが生み出すデルタ－エンドトキ
シンならびにバチルス・スファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）な
どの昆虫中腸膜の微生物撹乱物質；ならびに核多核体病ウィルス（ＮＰＶ）および他の天
然に存在するもしくは遺伝子操作された殺虫性ウィルスを含む生物学的剤が含まれる。
【０２２１】
　本発明の化合物と処方することができる生物学的に活性な化合物もしくは剤のさらなる
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例は、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、アルジモルフ、アメトクトラジン、アミスルブロム
、アニラジン、アザコナゾール、アゾキシストロビン、ベナラキシル（ベナラキシル－Ｍ
を含む）、ベノダニル、ベノミル、ベンチアバルカルブ（ベンチアバルカルブ－イソプロ
ピルを含む）、ベンゾビンジフルピル、ベトキサジン、ビナパクリル、ビフェニル、ビテ
ルタノール、ビキサフェン、ブラストサイジン－Ｓ、ボスカリド、ブロムコナゾール、ブ
ピリメート、ブチオベート、カルボキシン、カルプロパミド、カプタホール、カプタン、
カルベンダジム、クロロネブ、クロロタロニル、クロゾリネート、水酸化銅、オキシ塩化
銅、硫酸銅、コウモキシストロビン、シアゾファミド、シフルフェナミド、シモキサニル
、シプロコナゾール、シプロジニル、ジクロフルアニド、ジクロシメット、ジクロメジン
、ジクロラン、ジエトフェンカルブ、ジフェノコナゾール、ジフルメトリム、ジメチリモ
ール、ジメトモルフ、ジモキシストロビン、ジニコナゾール（ジニコナゾール－Ｍを含む
）、ジノカップ、ジチアノン、ジチオラン類、ドデモルフ、ドジン、エコナゾール、エタ
コナゾール、エジフェンホス、エノキサストロビン（エネストロブリンとしても知られる
）、エポキシコナゾール、エタボキサム、エチリモール、エトリジアゾール、ファモキサ
ドン、フェナミドン、フェナミンストロビン、フェナリモル、フェンブコナゾール、フェ
ンフラム、フェンヘキサミド、フェノキサニル、フェンピクロニル、フェンプロピジン、
フェンプロピモルフ、フェンピラザミン、酢酸フェンチン、水酸化フェンチン、フェルバ
ム、フェリムゾン、フロメトキン、フルアジナム、フルジオキソニル、フルフェノキシス
トロビン、フルモルフ、フルオピコリド、フルオピラム、フルオキサストロビン、フルキ
ンコナゾール、フルシラゾール、フルスルファミド、フルチアニル、フルトラニル、フル
トリアフォール、フルキサピロキサド、ホルペット、フタリド（ｆｔｈａｌｉｄｅ）（フ
タリド（ｐｈｔｈａｌｉｄｅ）としても知られる）、フベリダゾール、フララキシル、フ
ラメトピル、ヘキサコナゾール、ヒメキサゾール、グアザチン、イマザリル、イミベンコ
ナゾール、イミノクタジンアルベシレート（ａｌｂｅｓｉｌａｔｅ）、イミノクタジント
リアセテート、イオジカルブ（ｉｏｄｉｃａｒｂ）、イプコナゾール、イソフェタミド、
イプロベンホス、イプロジオン、イプロバリカルブ、イソプロチオラン、イソピラザム、
イソチアニル、カスガマイシン、クレソキシム－メチル、マンコゼブ、マンジプロパミド
、マンデストロビン、マンネブ、マパニピリン、メプロニル、メプチルジノカップ、メタ
ラキシル（メタラキシル－Ｍ／メフェノキサムを含む）、メトコナザール、メタスルホカ
ルブ、メチラム、メトミノストロビン、メトラフェノン、ミクロブタニル、ナフチチン（
ｎａｆｔｉｔｉｎｅ）、ネオアゾジン（メタンアルソン酸鉄）、ヌアリモル、オクチリノ
ン、オフレース、オリサストロビン、オキサジキシル、オキサチアピプロリン、オキソリ
ン酸、オキスポコナゾール、オキシカルボキシン、オキシテトラサイクリン、ペンコナゾ
ール、ペンシクロン、ペンフルフェン、ペンチオピラド、ペルフラゾエート（ｐｅｒｆｕ
ｒａｚｏａｔｅ）、亜リン酸（その塩、例えば、ホセチルアルミニウムを含む）、ピコキ
シストロビン、ピペラリン、ポリオキシン、プロベナゾール、プロクロラズ、プロシミド
ン、プロパモカルブ、プロピコナゾール、プロピネブ、プロキナジド、プロチオカルブ、
プロチオコナゾール、ピラクロストロビン、ピラメトストロビン、ピラオキシストロビン
、ピラゾホス、ピリベンカルブ、ピリブタカルブ（ｐｙｒｉｂｕｔａｃａｒｂ）、ピリフ
ェノックス、ピリオフェノン、ペリソキサゾール（ｐｅｒｉｓｏｘａｚｏｌｅ）、ピリメ
タニル、ピリフェノックス、ピロールニトリン、ピロキロン、キンコナゾール、キンメチ
オネート（ｑｕｉｎｍｅｔｈｉｏｎａｔｅ）、キノキシフェン、キントゼン、シルチオフ
ァム、セダキサン、シメコナゾール、スピロキサミン、ストレプトマイシン、硫黄、テブ
コナゾール、テブフロキン、テクロフタラム（ｔｅｃｌｏｆｔｈａｌａｍ）、テクロフタ
ラム（ｔｅｃｌｏｆｔａｌａｍ）、テクナゼン、テルビナフィン、テトラコナゾール、チ
アベンダゾール、チフルザミド、チオファネート、チオファネート－メチル、チラム、チ
アジニル、トルクロホス－メチル、トルプロカルブ、トリフルアニド、トリアジメホン、
トリアジメノール、トリアリモール、トリアゾキシド、三塩基性硫酸銅、トリクロピリカ
ルブ、トリデモルフ、トリフロキシストロビン、トリフルミゾール、トリモルファミドト
リシクラゾール、トリフロキシストロビン、トリホリン、トリチコナゾール、ウニコナゾ
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－ル、バリダマイシン、バリフェナレート（バリフェナールとしても知られる）、ビンク
ロゾリン、ジネブ、ジラムおよびゾキサミドなどの殺真菌剤；フルオピラム、スピロテト
ラマト、チオジカルブ、ホスチアゼート、アバメクチン、イプロジオン、フルエンスルホ
ン、ジメチルジスルフィド、チオキサザフェン、１，３－ジクロロプロペン（１，３－Ｄ
）、メタム（ナトリウムおよびカリウム）、ダゾメット、クロロピクリン、フェナミホス
、エトプロホス、カデュサホス、テルブホス、イミシヤホス、オキサミル、カルボフラン
、チオキサザフェン、バチルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）および
パステウリア・ニシザワエ（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｎｉｓｈｉｚａｗａｅ）などの抗線虫
剤；ストレプトマイシンなどの殺菌剤；アミトラズ、キノメチオナート、クロロベンジレ
ート、シヘキサチン、ジコホール、ジエノクロル、エトキサゾール、フェナザキン、フェ
ンブタチンオキシド、フェンプロパトリン、フェンピロキシメート、ヘキシチアゾックス
、プロパルギット、ピリダベンおよびテブフェンピラドなどのダニ駆除剤である。
【０２２２】
　ある特定の場合には、本発明の化合物と、他の生物学的に活性な（特に無脊椎有害生物
防除）化合物または剤（すなわち、活性成分）との組み合わせは、相加超（すなわち、相
乗）効果をもたらすことができる。有効な有害生物防除を確実にしながら環境に放出され
る活性成分の量を減らすことは常に望ましい。無脊椎有害生物防除活性成分の相乗効果が
農学的に満足できるレベルの無脊椎有害生物防除を与える散布率で現れる場合、そのよう
な組み合わせは、作物生産コストを下げ、かつ、環境負荷を減らすのに有利であり得る。
【０２２３】
　本発明の化合物およびそれらの組成物は、無脊椎有害生物に対して毒性があるタンパク
質（バチルス・チューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）
デルタ－エンドトキシンなどの）を発現させるために遺伝子学的に形質転換された植物に
適用することができる。そのような適用は、より幅広いスペクトルの植物保護を提供し、
耐性管理のために有利であり得る。外部から適用された本発明の無脊椎有害生物防除化合
物の効果は、発現された毒素タンパク質と相乗的であり得る。
【０２２４】
　これらの農業保護剤（すなわち、殺虫剤、殺真菌剤、抗線虫剤、ダニ駆除剤、除草剤お
よび生物学的剤）についての一般的参考文献には、Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎ
ｕａｌ，１３ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｃ．Ｄ．Ｓ．Ｔｏｍｌｉｎ，Ｅｄ．，Ｂｒｉｔｉｓ
ｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ，Ｆａｒｎｈａｍ，Ｓｕｒｒｅｙ
，Ｕ．Ｋ．，２００３およびＴｈｅ　ＢｉｏＰｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ，２ｎｄ

　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｌ．Ｇ．Ｃｏｐｐｉｎｇ，Ｅｄ．，Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒ
ｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ，Ｆａｒｎｈａｍ，Ｓｕｒｒｅｙ，Ｕ．Ｋ．，２００
１が含まれる。
【０２２５】
　これらの様々な混合パートナーの１つもしくは複数が使用される実施形態については、
これらの様々な混合パートナー（全部で）と式１の化合物の重量比は典型的には、約１：
３０００～約３０００：１である。約１：３００～約３００：１の重量比（例えば約１：
３０～約３０：１の比）が、注目すべきである。当業者であれば、所望の範囲の生物学的
活性に必要とされる有効成分の生物学的有効量を簡単な実験によって容易に決定すること
ができる。これらの追加の成分の包含が、防除される寄生線虫のスペクトルを、式１の化
合物単独によって防除されるスペクトルを越えて広げ得ることは明らかである。
【０２２６】
　寄生線虫は、感染の農学的および／または非農学的場所を含む、有害生物の環境に、保
護されるべきエリアに、または防除されるべき有害生物上に直接、生物学的有効量で、典
型的には組成物の形態での、本発明の１種以上の化合物を適用することによって農学的お
よび非農学的用途において防除される。
【０２２７】
　したがって、本発明は、寄生線虫またはその環境を、生物学的有効量の本発明の化合物
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の１種以上、または少なくとも１種のそのような化合物を含む組成物、または少なくとも
１種のそのような化合物と、生物学的有効量の少なくとも１種の追加の生物学的に活性な
化合物もしくは剤とを含む組成物と接触させるステップを含む、農学的および／または非
農学的用途での寄生線虫の防除方法を含む。本発明の化合物と、生物学的有効量の少なく
とも１種の追加の生物学的に活性な化合物もしくは剤とを含む適当な組成物の例としては
、追加の活性な化合物が、本発明の化合物と同じ顆粒上に、または本発明の化合物のもの
とは別個の顆粒上に存在する顆粒状組成物が挙げられる。
【０２２８】
　本発明の化合物または組成物との接触を達成して農作物を寄生線虫から保護するために
、化合物または組成物は典型的には、植え付け前に作物の種子に、作物の群葉（例えば、
葉、茎、花、果実）に、または作物が植え付けられる前または後に土壌もしくは他の成長
培地に適用される。
【０２２９】
　接触の方法の一実施形態は噴霧による。代わりに、本発明の化合物を含む顆粒状組成物
を、植物群葉または土壌に適用することができる。本発明の化合物はまた、土壌、苗床箱
処理または移植のくぼみに液体処方物、顆粒状調合物の土壌ドレンチとして適用される本
発明の化合物を含む組成物と植物を接触させることにより植物吸収によって効果的に送達
することができる。土壌ドレンチ液体処方物の形態での本発明の組成物が、注目すべきで
ある。寄生線虫またはその環境を、生物学的有効量の本発明の化合物と、または生物学的
有効量の本発明の化合物を含む組成物と接触させるステップを含む寄生線虫の防除方法も
注目すべきである。環境が土壌であり、組成物が土壌ドレンチ処方物として土壌に適用さ
れる方法が、さらに注目すべきである。本発明の化合物がまた、まん延の場所への局部的
な適用によって有効であることが、さらに注目すべきである。接触の他の方法には、直接
噴霧および残留噴霧、空中散布、ゲル、種子コーティング、マイクロカプセル化、浸透吸
収、餌、耳標、ボーラス投与、噴霧器、燻蒸剤、エアロゾル、粉剤および多くのその他に
よる本発明の化合物または組成物の適用が含まれる。接触の方法の一実施形態は、本発明
の化合物または組成物を含む寸法安定性のある肥料顆粒、スティックまたは錠剤を伴う。
本発明の化合物はまた、無脊椎防除デバイス（例えば、昆虫網）を製造するための材料中
へ含浸させることができる。
【０２３０】
　本発明の化合物はまた、種子を寄生線虫から保護するための種子処理に有用である。本
開示および特許請求の範囲との関連で、種子の処理は、種子を、本発明の組成物として典
型的には処方されている、生物学的有効量の本発明の化合物と接触させることを意味する
。この種子処理は、種子を無脊椎土壌有害生物から保護し、一般にまた、発芽中の種子か
ら成長している芽生えの土壌と接触した根および他の植物部位を保護することができる。
種子処理はまた、本発明の化合物または成長中植物内の第２活性成分の転流によって群葉
の保護を提供し得る。種子処理は、特殊化形質を発現させるために遺伝学的に形質転換さ
れた植物がそれから発芽する種子を含む、すべてのタイプの種子に適用することができる
。遺伝学的に形質転換された植物の代表的な例には、バチルス・チューリンゲンシス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）毒素などの、寄生線虫に対して毒性があ
るタンパク質を発現させるもの、または、グリホサートに対する抵抗性を提供する、グリ
ホサートアセチルトランスフェラーゼなどの除草剤抵抗性を発現させるものが含まれる。
【０２３１】
　種子処理の一方法は、種子を蒔く前に本発明の化合物（すなわち、処方組成物としての
）を種子に噴霧するかまたは振りかけることによる。種子処理のために処方される組成物
は一般に、フィルム形成剤または接着剤を含む。したがって、典型的には、本発明の種子
コーティング組成物は、生物学的有効量の式１、式１ａまたは式１ｂの化合物、およびフ
ィルム形成剤または固着剤を含む。種子は、流動性懸濁液濃縮物を直接種子の回転床中へ
噴霧し、次に種子を乾燥させることによってコートすることができる。代わりに、湿った
粉末、溶液、サスポエマルジョン、乳化性濃縮物および水中エマルジョンなどの他の処方
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物タイプを、種子上に噴霧することができる。この方法は、種子上にフィルムコーティン
グを適用するのに特に有用である。様々なコーティング機および方法が、当業者に利用可
能である。適当な方法には、Ｐ．Ｋｏｓｔｅｒｓ　ｅｔ　ａｌ，Ｓｅｅｄ　Ｔｒｅａｔｍ
ｅｎｔ：Ｐｒｏｇｒｅｓｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｓｐｅｃｔｓ，１９９４　ＢＣＰＣ　Ｍｏｎ
ｇｒａｐｈ　Ｎｏ．５７、およびそれにリストされている参考文献にリストアップされた
ものが含まれる。
【０２３２】
　処理済み種子は典型的には、種子の１００ｋｇ当たり約０．１ｇ～１ｋｇ（すなわち、
処理前の種子の約０．０００１～１重量％）の量で本発明の化合物を含む。種子処理のた
めに処方される流動性懸濁液は典型的には、約０．５～約７０％の活性成分、約０．５～
約３０％のフィルム形成接着剤、約０．５～約２０％の分散剤、０～約５％の増粘剤、０
～約５％の顔料および／または染料、０～約２％の消泡剤、０～約１％の保存剤、および
０～約７５％の揮発性液体希釈剤を含む。
【０２３３】
　農学的施用について、有効防除に必要とされる施用率（すなわち、「生物学的有効量」
）は、防除される線虫の種、線虫の生活環、その大きさ、場所、時節、宿主作物または動
物、摂食行動、交尾行動、周囲湿気、温度などに依存する。通常の状況下で、１ヘクター
ル当たり約０．０１～２ｋｇの活性成分の施用率が、農学的生態系で線虫を防除するのに
十分であるが、０．０００１ｋｇ／１ヘクタール程度に少ない施用量が十分であり得るか
、または８ｋｇ／１ヘクタール程度に多い施用率が必要とされ得る。非農学的施用につい
て、有効使用率は、約１．０～５０ｍｇ／平方メートルの範囲であるが、０．１ｍｇ／平
方メートル程度に少ない使用率が十分であり得るか、または１５０ｍｇ／平方メートル程
度に多い使用率が必要とされ得る。当業者であれば、所望される寄生線虫防除レベルに必
要な生物学的有効量を容易に決定することができる。
【０２３４】
　以下の試験は、具体的な有害生物に対する本発明の化合物の防除効力を実証する。「防
除効力」は、著しく低下した摂食をもたらす、寄生線虫成長の阻害（死亡を含む）を表す
。しかしながら、本化合物によって与えられる有害生物防除保護は、これらの種に限定さ
れない。
【０２３５】
本発明の生物学的実施例
試験Ａ
　接触および／または浸透性手段によるサツマイモネコブ線虫（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ
　ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）の防除を、砂土壌混合物およびキュウリ実生で充填した小さく開
いた容器からなる試験ユニットで評価した。
【０２３６】
　試験化合物を、５０％アセトンおよび５０％水を含有する溶液を使用して処方した。試
験化合物を、５００ｐｐｍの活性成分の濃度で試験ユニットの土壌に直接施用した。各試
験を３回再現した。処理後、試験ユニットを１時間乾燥させ、その時間後、約４００匹の
第２段階の幼若（Ｊ２）幼虫および８００個の卵を土壌中にピペットで入れた。試験ユニ
ットを２７℃に保持し、７日間必要に応じて水やりした。
【０２３７】
　殺線虫効力は、未処理対照と比較する場合に観察される根瘤形成の量によって決定した
。虫瘤形成なしは、１００％線虫防除を示す。未処理対照で見られるものと等しい虫瘤形
成は、０％防除を示す。線虫防除評価なしは、有意な植物毒性を示す化合物に与えた。
【０２３８】
　５００ｐｐｍの濃度で試験した化合物の中で、以下は、植物保護の良好なレベル（溶媒
処理対照と比較して、根瘤形成の５０％以上の低下）を与え、有意な植物毒性をまったく
示さなかった：１、２、３、４、５、６、７、８、１０、１１、１２、１４、１６、１７
、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２６、２７、２９、３０、３２、３３、
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３４、３５、３６、３７、３９、４０、４２、４３、４５、４６、４７、４８、５０、５
２、５３、５６、５８、６０、６２、６３、６５、６７、７０、７２、７４、７５、７７
、８０、８９、９０、９２、９５、９６、１０１および１０３。
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